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 人材育成像、ディプロマポリシー、カリキュラムポリシー 

 

◎ 人材育成像 

東北公益文科大学公益学部は、育成すべき人材像を以下のように定め、教育活動を行っています。 

 

〇グローバルな視野を持ち、地域の人々とともに、地域社会が直面する経済、行政、福祉などの課題に、

リーダーシップを持って果敢に取り組む人材 

 

◎ ディプロマポリシー（学位授与方針） 

公益学部は、次の方針に基づいて学士(公益学)の学位を授与します。学生の皆さんは、卒業に必要な所定

の単位修得を含めた学修活動を通じて、この方針に示した能力を修得することが求められます。 

 

〇幅広い知識と専門知識とともに、地域の人々と連携して、地域を牽引していく実践力を磨くため、カリ

キュラムを通し、以下の 4つの力を身に付ける。 

►1 コミュニケーション力と発信力  ►2 国際感覚  ►3 創造力と企画力  ►4 リーダーシップ 

 

◎ カリキュラムポリシー（教育課程編成・実施方針） 

公益学部は、上述のディプロマポリシーで示した能力を育成するため、体系的な教育課程を編成していま

す。編成・実施するにあたっての方針は以下のとおりです。 

 

〇基本的な学習能力と幅広い教養を身につけるため、基礎教育科目を配置する。地域社会の現状を理解し

課題を発見する上で必要となる知識や、課題解決に向けた専門的な方法論を体系的に学ぶため、専門教

育科目を配置する。 

〇特定の分野や時代のニーズに則したテーマを対象として、高度な知識やスキルの獲得を目指す特別プロ

グラムを配置する。(2020年度以前入学者) 

〇授業運営においては、教員からの一方的な講義だけでなく、学生同士でのグループワークの実施や成果

を発表する機会を多く取り入れる。 

〇外国語科目を２年次まで必修とするとともに、国際関係論や海外や日本の文化等を学ぶ科目を配置す

る。更に、英語圏、中国語圏の大学で語学を学ぶ短期語学留学を配置する。 

〇地域の人々とのコミュニケーションを図りながら、地域の課題を発見・分析し、問題解決への解を見つけ、

提言を行う能力を涵養するため、応用演習科目を配置する。 

〇地域企業の創業者から講義を受ける“トップセミナー”を配置するとともに、地域の企業と連携しインター

ンシップの充実を図り、学生の目的意識に応じた複数のインターンシップを配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 授業 
 

◎ セメスター（２学期制）とクォーター（４学期制） 

・セメスター：１年間を「春学期」と「秋学期」の２つのセメスターに分け、各セメスター１４週で１科目を修了し、

単位を修得します(試験を実施しない科目は１３週で１科目修了となります)。 

(1)春学期：４月１日～９月３０日、(2)秋学期：１０月１日（９月中に授業開始の場合あり）～翌年３月３１日 

・ クォーター：各セメスターをさらに２分割（春学期→Ｓ１・Ｓ２クォーター、秋学期→Ａ１・Ａ２クォーター）し、７

週で１科目を修了し単位を修得します。講義を集中的に受講することで、春学期後半（Ｓ２クォーター）と夏

季休業期間を利用して、長期のインターンシップや海外への中期留学に参加することが可能となります。 

 

◎ 授業時間 

 授業は１時限を１０５分とし、月曜日から土曜日の間で、第１時限から第５時限まで行います。 

第 １ 時限 第 ２ 時限 第 ３ 時限 第 ４ 時限 第 ５ 時限 

8:45～10:30 10:40～12:25 13:10～14:55 15:05～16:50 17:00～18:45 

 

◎ 集中講義 

 各セメスターに開講される科目のうち、一部の科目については、一定の期間に集中して授業を行う場合が

あります。その場合、授業は、１科目につき、１日２～５時限連続して数日にわたり行われます。 

 

◎ 休講・補講 

 教員のやむを得ない事情等で授業が休講になることがあります。その場合は、あらかじめ掲示板等を通じ

てお知らせします。また、事前に休講のお知らせができない場合で、授業の開始時刻から３０分経過しても授

業が行われない時も休講といたします。 

 なお、休講があった場合は、原則として、これを補うために時間割の空き時間や補講日などを利用して補講

を実施します。補講の日程等の詳細は掲示板等を通じてお知らせします。 

 

◎ 欠席 

大学が認める欠席 

(1) 病気・怪我による欠席 

医師の診断書またはそれに代わるものを持参して、教務学生課で手続きしてください。 

ただし、授業を４回以上欠席する場合は、科目担当教員の判断に委ねられます。 

(2) ３親等以内の忌引きによる欠席（往復に要する日数は、別途考慮する。） 

・配偶者及び１親等は、７日以内 教務学生課で手続きしてください。 

・２親等は、３日以内 教務学生課で手続きしてください。 

・３親等は、１日以内 教務学生課で手続きしてください。 

(3) 教職課程履修に係る教育実習、介護等体験期間中の欠席 

教務学生課で発行する欠席の「期間証明書」を事前に担当教員へ提出してください。 

(4) 社会福祉士課程履修に係る福祉施設実習期間中の欠席 

教務学生課で発行する欠席の「期間証明書」を事前に担当教員へ提出してください。 

(5) インターンシップ履修に係る実習期間中の欠席 

教務学生課で発行する欠席の「期間証明書」を事前に担当教員へ提出してください。 

(6) その他やむを得ない事由 

 

◎ オフィスアワー 

 全ての専任教員は、「オフィスアワー」という学生のための時間帯を設けています。この時間帯には、教員は

個人研究室で学生の質問や個人的な指導、相談にあたることになっています。その教員の授業を取っている

かどうかにかかわらず、気軽に研究室を訪れて、個人的な指導を受けたり相談をしたりしてください。 

時間帯は、専任教員については掲示板を見るか直接問い合わせてください。専任教員のメールアドレスは

東北公益文科大学ホームページ（https://www.koeki-u.ac.jp/）の「教員紹介」の各教員のページで確認

してください。非常勤講師は担当授業終了後１０分程度、講師控室で対応します。 

https://www.koeki-u.ac.jp/


単位 
 

単位とは、学修時間を表す名称で、個々の授業科目について所定の時間を履修し、試験等により合格と判

定されたときに与えられます。１単位あたりの学修時間には、法令上、授業外学修の時間も含まれています

ので、各科目のシラバスに従って、予習・復習を行うことが必要です。 

単位数は授業科目ごとに定められ、一定の単位数の修得をもって卒業の要件としています。 

単位の計算方法については次のとおりです。 
 
（1）講義及び演習については、１５時間の講義または演習をもって１単位とします。 

ただし、外国語科目については、３０時間の講義をもって１単位とします。 

（2）実習については、３０時間の実習をもって１単位とします。 

 

履修の仕方 

 

◎ 授業科目の区分・必修科目・選択科目 

 授業科目は、いくつかの区分に分かれていて、それぞれの区分で修得しなければならない単位数が定めら

れています。 

 また、卒業要件として必ず修得しなければならない科目を「必修科目」、一定の科目群の中から所定の科目

を履修しなければならない科目を「選択必修科目」、各自の興味や目的に従い自由に選び、履修することがで

きる科目を「選択科目」といいます。 

 

◎ 履修年次 

 各科目には、その科目を履修することができる学年（履修年次）が定められていますので、カリキュラム表

で確認してください。 

 

◎ 履修単位数の目安 

 履修単位数はセメスターあたり２０単位（１年間で４０単位）を目安に設定し、「履修モデル」と「カリキュラム

ツリー」を参考に、３年次終了時点で「卒業見込証明書」の発行条件（履修ガイドp.１０参照）を満たすことがで

きるよう、計画的に履修してください。 

 

◎ 再履修 

 修得できなかった科目については、次期セメスター以降に再度履修して単位を修得してください。また、必

修科目が不合格になった場合は、時間割の構造上、次の学年での履修に制約が生じる場合があり、希望する

科目が履修できなくなることがありますので、十分注意してください。 

 

◎ 修得済科目 

 一度単位を修得した科目を再度履修することはできません。 

 

◎ シラバス 

 シラバスとは、各科目の概要、授業計画、評価方法などについて詳しく記したものです。教務システム「SIP 

でそれぞれの科目のシラバスを検索して確認の上、よく読んでから履修登録を行ってください。 

教務システム「SIP」 https://sip.koeki-u.ac.jp/uprx/ 

 

◎ スキルの獲得 

 本学では、在学中に皆さんに身につけてほしいスキルとして「コミュニケーション力・発信力」「国際感覚」

「創造力・企画力」「リーダーシップ」の４つを定めています。さらに、これらの能力を構成する要素を分解し、

合計で２２項目のスキルを設定しています。各科目のシラバスの上部には「育成するスキル」を表示しており、

その授業を受ける中で獲得することができるスキルを○印で示しています。いずれも在学中や社会に出た

後でも必要とされる能力になりますので、授業の履修計画を考える際は履修モデル、カリキュラムツリー、皆

さんの興味関心に加えて、各スキルを身につけることも念頭におくと良いでしょう。 

 



履修登録 
 

 各セメスターのはじめに、履修したい科目を登録します。Ｓ１・Ｓ２クォーターの科目は春学期開始時に、Ａ１・

Ａ２クォーターの科目は秋学期開始時に履修登録を行います。詳細は各学期のガイダンスで説明します。 

 

◎ 履修登録上の注意（履修条件等） 

 科目を登録するにあたり、科目によってはいくつかの履修条件があります。条件については次のとおりです。 

(1) 科目名の語尾にローマ数字（Ⅰ～Ⅷ）が付いている科目は、選択必修の外国語科目を除き、Ⅰから順

番に履修・修得すること。 

(2) 外国語発展科目のロシア語１～４は、１から順番に履修・修得すること。 

(3) 履修条件（指定の前提科目を修得していないと履修できない等）を設けている科目もあるため、シラ

バスを十分に確認した上で、履修登録を行うこと。 

 その他、再履修等により時間割上科目が重複する場合や、やむを得ない理由で期間内に登録できない場合

は、あらかじめ教務学生課に相談してください。 

 

◎ 履修登録の上限 

 キャップ（ＣＡＰ）制（履修登録をする際、その登録単位数の上限を定めた制度）を実施します。ただし、編入

生及び卒業に必要な単位には加えられない教職課程独自の科目、発展教育科目は対象外とします。 

履修登録の上限単位数（基準値）は、当該セメスターの直前セメスターのＧＰＡ（「成績」の欄を参照）に応じ

て異なります。 

【直前セメスターのＧＰＡと上限単位数】 

直前セメスターのＧＰＡ 履修登録上限単位数 

３．０以上 24 

1．５以上～３．０未満 ２2 

１．５未満 ２0 

 

◎ 履修登録時期・場所 

（1） 履修登録期間（学年暦は変更になる場合がありますので、ガイダンスで確認してください。） 

春学期（Ｓ１、Ｓ２クォーター）： 4月 12日（水）～4月 18日（火） 

秋学期（Ａ１、Ａ２クォーター）： 9月 28日（木）～10月 4日（水） 

(2) 履修登録場所 

情報教室（１０１、１０２、２０４、２０５教室）、共同研究室等 ※学外からでも可能です 

(3) 教務システム「SIP」 https://sip.koeki-u.ac.jp/uprx/ 

 

◎ 履修登録の訂正 

 履修登録期間終了後の登録内容の修正は原則認めません。履修登録の内容は、教務システム「ＳＩＰ」にて各

自で確認してください。履修エラー等でやむを得ず訂正の必要がある場合は、下記期間中に限り、申請する

ことができます。科目の追加にあたっては、事前に担当教員の許可を得た申請書を期間中に教務学生課へ

提出することが必要です。 

 

 【履修登録訂正申請期間】（学年暦は変更になる場合がありますので、ガイダンスで確認してください。） 

   春学期、Ｓ１、Ｓ２クォーター： 4月 24日（月）、25日（火） 

秋学期、Ａ１、Ａ２クォーター： 10月 10日（火）、11日（水） 

 

◎ 履修登録取消制度 

履修登録取消制度は、一旦履修登録した科目を取り消す制度で、履修登録をして授業に出たものの、以下

のような理由から履修を取り消すことができます。ただし、必修科目、選択必修科目の取り消しはできません。 

(1) 授業の内容が自分の勉強したい内容と違っていた 

(2) 授業についていけるだけの知識が不足していることに気付いた 

(3) 健康上、履修科目を減らしたい 

なお、履修登録取消期間後の科目の取り消しは一切認めません。期間中に届出がなく、自ら履修を放棄し

た場合は、「不可」（ＧＰ＝０）としてＧＰＡが算出されるので、十分注意してください。 



【履修登録取消期間】（学年暦は変更になる場合がありますので、ガイダンスで確認してください。） 

春学期、Ｓ１・Ｓ２クォーター： 5月 11日（木）・12日（金） 

春学期、Ｓ２クォーター   ： 7月 3日(月)～5日（水） 

秋学期、Ａ１・Ａ２クォーター： 10月 26日（木）・27日（金） 

秋学期、Ａ２クォーター   ： 12月 19日（火）～21日（木）  

 

試験 
 

試験は原則としてその科目が開講されたセメスターまたはクォーターの最終授業時間に「定期試験」として

行いますが、科目によっては定期試験とは別に何回か試験やレポート提出が行われ、それらを総合して成績

が評価されるものもあります。また、レポート等が試験に代わる科目もあります。詳しくはシラバスで確認の

上、担当教員の指示に従ってください。 

なお、定期試験の注意事項については次のとおりです。 

(1) 定期試験受験の際は、学生証が必要です。学生証を持参しなかった場合は、各試験の前に、教務学生

課で「定期試験受験許可書」の発行を受けてください。 

(2) 試験時間は原則として１０５分以内です。 

(3) 試験開始から２０分以上遅刻した場合は受験できません。 

(4) 試験開始から２０分経過した者は、「定期試験受験許可書」の発行を受けるために遅刻した場合であ

っても、受験することができません。 

(5) 退室は試験開始３０分経過後から認めます。ただし、担当教員から指示があればそれを優先します。 

(6) その他、試験中は監督者の指示に従ってください。 

(7) 受験にあたって不正行為があった場合は、学生の懲戒に関する規程により、懲戒処分となります。詳

しくは、「東北公益文科大学学生の懲戒に関する規程」を参照してください。 

 

※レポート課題等の提出には、大学が付与しているメールアドレスを使用しましょう。メールや各種システム

での課題提出の際は、「学籍番号」「氏名」「科目名」を必ず明記し、そのほか、担当教員の指示をすべて順守

して提出してください。また、課題提出に関してトラブルを避けるため、送信・受信されているかの確認を

各自で行ってください。 

 

◎ 受験資格 

(1) 履修登録した科目のみ受験可能です。未登録科目は受験できません（仮に受験しても無効です）。 

(2) 休学または停学中の場合は受験できません。 

 

◎ 定期試験における特別措置 

 怪我、病気及び精神等の疾患・障がいがある学生は、申請により教育推進委員会から許可された場合、定
期試験において特別措置を受けることができます。障がいがある学生については、教育推進委員会の前に

障害学生支援委員会で協議します。 

特別措置を希望する場合は、大学所定の「定期試験における特別措置申請書(様式 1)」と「定期試験特別

措置申請科目一覧(様式 2)」を教務学生課に提出してください。 

 

◎ 追試験 

 次の理由で定期試験を欠席した授業科目については、本人が願い出、認められた場合は追試験を実施しま
す。追試験を希望する場合は、追試験受験願（大学所定のもの）に欠席理由を証明する書類（医師の診断書な

ど）を添付して、教務学生課に提出してください。 

 

（1）病気、けが（医師の診断書が必要） 

（2）忌引（配偶者及び１～３親等に限り、配偶者及び１親等は７日以内、２親等は３日以内、３親等は１日以

内（ただし、往復に要する日数は別途考慮する。） 

（3）就職に関する事由 

（4）その他やむを得ない事由 



なお、各項目に該当する事由は以下の表のとおりです。 

項
目 具体的な事由 必要書類・摘要 

病
気
・け
が 

(i) 本人の病気、けが 

・医師の診断書または氏名・通院日明記の「領収書」等。２

日以上欠席の場合は治療期間が記載されていること。 

・健康管理室が発行する確認書 

忌
引 

(i) 配偶者及び３親等以内の危篤または死亡 

（配偶者及び１親等は７日以内、２親等は３

日以内、３親等は１日以内） 

・医師の診断書、死亡診断書の写しまたは会葬礼状等 

就
職
に
関
す
る
事
由 

(i) 採用試験（筆記試験及び面接試験） 

（教員採用試験、公務員採用試験及び内定

先から出席が必須とされた会合を含む） 

・企業、官公庁等発行の証明書※（試験日時や会場が明記

され、社印等が押印されていること）または受験票等  

※様式は大学で配付します。 

(ii)大学院等入学試験 
・受験票（試験日時や会場の明記がない場合募集要項

等） 

(iii)本学の教育課程の延長上にある資格取

得のための試験 

・受験票（試験日時や会場の明記がない場合募集要項

等） 

そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由 

(i) 子、兄弟姉妹の結婚（１日以内） ・招待状等 

(ii)出産（本人は７日以内、配偶者は１日以内） ・出生証明書の写し 

(iii)公共交通機関の不通・遅延 ・遅延証明書 

(iv)災害、自宅の火事 ・り災証明書の写しまたは被災状況が確認できる書類等 

(v)大学コンソーシアムやまがたの単位互換

制度における試験日の重複 

・（大学から求められた場合のみ） 

試験日時が確認できる書類等 

(vi)本学の教育課程における資格取得に係

る実習（教育実習、介護等体験、社会福祉

士国家試験受験資格取得に係る実習） 

 

(ⅶ)本学正課科目「インターンシップ」  

(ⅷ)部活動等における「学生の日本代表」又

は「全国大会クラス」以上の大会で大学が

認めたものへの参加 

・出場が確認できる書類等 ※文化系の団体大会等は個

別に判断するので、定期試験開始日から起算して 45

日前までに、教務学生課に相談すること。 

(ⅸ)裁判員候補者、裁判員または補充裁判

員 
・裁判所が発行する証明書 

(x)学部長（または教育推進委員長）が受験

を許可した場合 
 

※ いずれの場合も往復に要する日数は別途考慮する。 

※ その他やむを得ない事由に、「骨髄移植、生体臓器移植等に係るドナーとなった場合」を含む。この場合、

「医師が発行する証明書」が必要。 

※ 科目担当教員の判断で、授業時間中に実施されるテストは学期末試験にはあたらないので、欠席した場

合は各担当教員に指示に従うこと。 

 

◎ 再試験 

 成績不良のため単位の修得ができなかった場合、原則として再試験は行いません。ただし、卒業年次でや
むを得ない事情により教育推進委員会が承認する場合には、再試験を行うことがあります。なお、再試験の

成績の評価は「良」以下となります。 



成績 

 

◎ 成績評価 

成績は、「秀」、「優」、「良」、「可」、「不可」で表し、「可」以上を合格とします。成績評価は次の基準により行

われます。 

 

◎ ＧＰ（グレード・ポイント） 

履修した科目の成績評価を数値化したものです。１単位あたり、「秀＝４」、「優＝３」、「良＝２」、「可＝１」、

「不可＝０」に置き換えます。２単位の科目の成績評価が「秀」の場合、その科目のＧＰは「８」となります。 

判定 評価 評点 ＧＰ 内  容 

合格 

秀(Ｓ) 90～100 ４ 特に優秀な成績 

優(Ａ) 80～89 ３ すぐれた成績 

良(Ｂ) 70～79 ２ その科目の要求を満たす成績 

可(Ｃ) 60～69 １ 合格と認められる最低の成績 

不合格 不可(Ｄ) 59点以下 ０ 合格と認められる最低の成績に達していない 

ＧＰＡ対象外 認（認定） － － 編入学、単位互換、科目等履修等 

 

◎ ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ） 

 履修した科目の成績評価を数値化し、１単位あたりの平均点を算出したものです。小数点第２位を四捨五入

し、小数点第１位まで算出します。ＧＰＡは履修登録上限単位数の決定（履修ガイド p.４参照）や奨学金の継続

審査等に使用します。 

【算出例】 

科目名 単位数 評価 ＧＰ ＧＰ×単位数 

基礎演習 a ２ Ａ ３ ６ 

心理学 ２ Ｃ １ ２ 

政治学 ２ Ｄ ０ ０ 

社会学 ２ Ｂ ２ ４ 

物理学 ２ Ｓ ４ ８ 

英語Ⅰ １ Ａ ３ ３ 

英語Ⅱ １ Ｂ ２ ２ 

英語Ⅲ １ Ａ ３ ３ 

情報リテラシー ２ Ｓ ４ ８ 

基礎簿記Ⅰ ２ Ｂ ２ ４ 

世界経済事情 ２ Ｓ ４ ８ 

国語基礎（ＧＰＡ対象外） ０ Ａ － － 

合計 １９ － － ４８ 

  ＧＰＡ＝４８（ＧＰ×単位数）÷１９（単位数）＝２．５（小数点第２位四捨五入） 

 

◎ 成績通知 

 成績は原則として次セメスター初めにアドバイザー教員から配付します。保護者（保証人）にも通知します。 

 

◎ 成績問い合わせ 

 成績について、質問や異議がある場合は申請することができます。教務学生課にて手続期間や条件等を確

認し手続きをしてください。 

 

◎ 成績不振の場合について 

 学則第 41 条第 2 号により「病気その他の理由で成業の見込みがない者」は除籍の要件に該当します。成

績不振の状態になった場合は、その原因が何かを考え、アドバイザーなど周りの人の意見を良く聞いて、そ

の状態が長く続かないようにしてください。 



進級・卒業・学位 
 

◎ ３年次進級要件 
３年次に進級するためには、２年次終了時までに各科目区分に定められた３年次進級に必要な単位を修得

しなければなりません。詳細は次の表のとおりです。１年次から２年次、３年次から４年次への進級要件はあ

りません。ただし、学長が特に認めた場合は、この限りではありません。 

 

◎ 卒業要件・学位 
 卒業するには、４年間以上在学し（休学期間は含まれません）、以下の表に示す卒業要件を満たさなければ
なりません。  

万が一休学した場合は、入学から４年後の卒業はできなくなります。 

卒業とともに学士（公益学）の学位が与えられます。 

 

◎ 長期留学する者の進級要件・卒業要件 
 留学期間を含めて合計４年間で卒業できるようにするため、留学する学生を対象に３年次進級要件の緩和

や専門演習の履修方法を変更しています。詳細については「長期留学」（「中・長期留学」の欄）を参照してくだ

さい。 

 

◎ 3年次進級要件と卒業要件 
【2023・2022・2021年度入学生】 

科目区分 ３年次進級要件 卒業要件 

基
礎
教
育
科
目 

スタディー導入科目 

・基礎演習ａ，ｂ 

・現代公益論Ⅰ,Ⅱ 

・選択必修語学Ⅰ～Ⅳ 

・情報リテラシー 

・データリテラシー 

 (計１４単位)を含む、 

５０単位以上の単位修得 

８単位 

リテラシー 

科目 

外国語科目 ８科目８単位以上（但し同一言語） 

情報科目 ４科目８単位 

キャリア科目 
「キャリア入門ａ,ｂ」、「キャリアと人生ａ,ｂ」 

（各 1単位、合計 4単位）必修 

合計３０単位以上 

共通科目 

人文社会系 ６単位以上 

STEAM系 ４単位以上（選択必修から２単位含む） 

SDGs 

導入科目 
２単位以上 

専
門
教
育
科
目 

共通専門科目 ６単位以上（選択必修から１単位含む） 

合計６２単位以上 

（発展教育科目と

合算して） 

経営コース 

所属コースから３０単位以上 

（共通専門科目から最大６単位まで算入可能） 
 

国際教養コースに所属する場合は、 

選択した言語の語学科目は全て必修 

政策コース 

地域福祉コース 

国際教養コース 

観光・まちづくりコース 

メディア情報コース 

応用演習科目 ４単位以上 

専門演習 ２科目８単位 

発
展
教
育
科
目 

社会福祉士養成課程 

合計６２単位以上（専門教育科目と合算して） 外国語 

発展科目 

ロシア語 

日本語 

留学外国語 

リメディアル科目 国語基礎および数学基礎 

合計 ５０単位以上 １２４単位以上 

 

 

 

 

 



【2020・2019・2018年度入学生】 

科目区分 ３年次進級要件 卒業要件 

基礎教育 

科目 

スタディー導入科目 

「基礎演習ａ，ｂ」、「現代公

益論Ⅰ,Ⅱ」、「選択必修語

学Ⅰ～Ⅳ」、「情報リテラ

シーⅠ･Ⅱ」、  (計１４単

位)を含む、５０単位以上

の単位修得 

８単位 

教養科目 

Ⅰ群 ４単位以上 各群から４単位以上修

得、 

かつ合計２４単位以上 

Ⅱ群 ４単位以上 

Ⅲ群 ４単位以上 

リテラシー 

科目 

外国語科目 ８科目８単位以上（但し同一言語） 

情報科目 ４科目８単位 

専門教育 

科目 

地域経営系 

系共通科目 

５８単位以上（発展教育科目と合算して） 

※所属している系から３５単位以上修得すること 

※所属している系共通科目及び特別プログラム基礎科

目から合計６単位以上修得すること 

※国際教養コースに所属する場合は、選択した言語の語

学科目は全て必修 

経営コース 

政策コース 

地域福祉コース 

交流文化系 

系共通科目 

国際教養コース 

観光･まちづくりコース 

メディア情報コース 

専門演習 ２科目８単位 

発展教育 

科目 

特別 

プログラム 

特別プログラム基礎科目 

５８単位以上(専門教育科目(専門演習を除く)と合算し

て) 

※国際教養コース所属の場合、「短期語学留学」又は「実

践外国語」より選択必修 

社会福祉士養成課程 

エネルギー特別専攻 

外国語 

発展科目 

ロシア語 日本語 

留学外国語 

人材育成 

強化科目 

キャリア科目 
基本科目 １０単位以上 

※「キャリア入門ａ,ｂ」、「キャリアと人生ａ,ｂ」必修 

※応用演習科目から 4単位以上修得すること 

発展科目 

応用演習科目 

リメディアル科目 「国語基礎１」「数学基礎１」 「国語基礎 1・2」及び「数学基礎 1・2」 

合  計 ５０単位以上 １２４単位以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資格取得による単位認定 
 

◎ 単位認定する資格の種類 

【2018年度以降入学生】 

・TOEIC 550～649 ⇒ 「TOEIC(中級)」の１単位を認定 

・TOEIC 650～    ⇒ 「TOEIC(中級)」「TOEIC(上級)」の２単位を認定 

・TOEIC 700～    ⇒ 「TOEIC(中級)」「TOEIC(上級)」「Intensive TOEIC」の３単位を認定 

・ＩＴパスポート      ⇒ 「計算機基礎理論」「コンピュータシステム論」の２単位を認定 

・基本情報技術者    ⇒ 「計算機基礎理論」「コンピュータシステム論」「システム開発技術論」「企業活動と

情報システム」「応用プログラミング(※)」「データ構造とアルゴリズム(※)」の６

単位を認定 （※の 2科目は午後試験において「C言語」を選択した場合のみ） 

・日商簿記２級以上   ⇒ 「基礎簿記Ⅰ」「基礎簿記Ⅱ」の４単位を認定 

 

◎ 認定の方法 

 上記の資格を入学前または本学在学期間中に取得した学生は、各セメスターの履修登録期間中に、取得し

た資格認定証の原本を添えて教務学生課へ「単位認定申請書」を提出してください。教授会の承認を得た上

で、単位を認定します。この場合は当該期の成績評価の授業科目の評価欄に「認」と表記されます。ただし、

該当する科目の単位を既に修得済みの場合は認定されません。 

 

◎ 国際教養コース選択必修科目について 

 国際教養コースに所属する学生は、「短期語学留学 1」「実践外国語（大学名）」を選択必修科目としますが、

以下の要件を満たす学生については申請により選択必修を免除し、通常の選択科目とします。 

英語：TOEIC Listening & Reading Test 590、TOEFL ITP/TOEFL PBT 500、TOEFL CBT 173、TOEFL iBT 61以上 

中国語：中国語検定試験 3級合格者 

 なお、免除された場合の成績評価は「認」となります。 

 

各種証明書の発行条件 
 

◎ 卒業見込証明書 
以下の条件を満たしている場合に発行できます。 

(1) ３年以上在学していること。 

(2) 修得単位数が１００単位以上（卒業に必要な単位）であること。 

(3) 「専門演習Ⅰ」の単位を修得していること。（または、専門演習(留学)Ⅰａ,ｂのいずれかの単位を修得

しているか、専門演習(留学)Iｃを履修中であること。） 

(4) （2018年度～2020年度入学生の場合）「国語基礎２」「数学基礎２」を修得していること。 

    (2021年度入学生の場合）「国語基礎」「数学基礎」を修得していること。 

 

◎ 社会福祉主事任用資格 
 以下の科目より３科目以上修得し卒業した場合に発行できます。（  ）内に記載がある科目は、2020年度

以前入学生の対象科目です。 

社会福祉学ａ及びｂ  社会保障論ａ及びｂ（社会保障論Ⅰ及びⅡ） （福祉行財政と福祉計画Ⅰ及びⅡ）  

公的扶助論 障害者福祉論 高齢者福祉論 児童・家庭福祉論（児童福祉論） 社会学 心理学  

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ及びⅡ（地域福祉論 a及び b） 社会福祉調査 医学一般  

ソーシャルワークの基盤と専門職ａ及びｂ（ソーシャルワーク総論ａ及びｂ）  倫理学 社会政策ａ及びｂ  

教育学 経済学 法学 民法Ⅰ及びⅡ 行政法 

 

◎ 児童福祉司任用資格 
 社会福祉士の資格を取得後、地方公務員として児童相談所に配属された場合に発行できます。 

 

◎ 児童指導員任用資格 
 以下のいずれかの資格を取得し卒業した場合に発行できます。 

・中学校１種（社会）、高等学校１種（公民）または高等学校１種（地理歴史）の教員免許を取得した者 

・社会福祉士国家試験受験資格を修得した者 



教職課程 
 
 教職課程の履修の仕方については、教職課程ガイダンスで別途配付するガイド等を参照してください。わ

からないことがあったら、教職担当教員または教務学生課教職担当にその都度確認してください。 

   

社会福祉士養成課程プログラム（発展教育科目） 
 
地域福祉コースに設定されている所定の科目とあわせて履修することで、社会福祉士の国家試験受験資

格の取得を目指すプログラムです。受験資格を得るためには、本プログラムに設定されている科目の単位の

みならず、地域福祉コースに設定されている多くの科目の単位の修得が必要となります。このため、所属す

るコースによっては卒業単位を大幅に超えた単位修得が求められることになりますので、計画的な履修を心

掛けてください。社会福祉士養成課程の履修の仕方については、各セメスターのはじめに行うガイダンスに

出席して確認してください。また社会福祉士担当教員にその都度聞いてください。 

 

中・長期留学 
 
学生が個人で所定の手続きにより外国の大学または短期大学（以下「大学等」という。）に留学し、留学先

大学等における学修を本学の単位として認定するものです。詳しくは教務学生課にお問い合わせください。 

 

(1) 留学の形態 

 ① 交換留学：本学が交換留学協定を締結している外国の大学等への留学 

 ② 派遣留学：本学が派遣留学協定を締結している外国の大学等への留学 

 ③ 認定留学：上記以外で本学が留学先として認定した外国の大学等への留学 

 

(2) 留学期間 

留学により他の科目を履修することができない期間が１セメスター（６ヶ月）又は２セメスター（１年間）にわ

たる留学を長期留学、１ヶ月以上１クォーター以内の留学を中期留学とします。特別な理由がある場合には、

延長申請が認められることを条件に、１回に限り、１ヶ月から最大で１年まで延長ができます。 

なお、４年間で卒業するためには、留学により他の科目の履修ができない期間を、できる限り短くする必

要があります。したがって、４ヶ月以内の留学の場合は、長期休業期間中に開始（Ｓ１・Ａ１クォーターの場合）

又は終了（Ｓ２・Ａ２クォーターの場合）させるなど、長期休業期間と組み合わせて、他の科目が履修できない

期間が１クォーター以内（中期留学）に収まるよう努めてください。 

 

(3) 認定留学申請手続き 

 留学受け入れ先大学等からの入学許可証等を添えて、留学願を留学開始の2ヶ月前までに、教務学生課に

提出して下さい。条件が満たされている場合に留学を許可いたします。 

 

(4) 留学として認定するための必要条件 

 ① 本学に 1年間以上在学した者 

 ② 留学願提出に先立ち、留学先大学等認定申請の手続きを定められた期間内に行っていること 

 ③ 留学の目的が留学先大学等での語学研修または単位の取得であること 

  (但し、①についてはギャップイヤー入試による入学生と長期学外学修プログラム参加者には適用しない) 

 

(5) 本学での単位の認定 

留学期間中に修得した単位の内、本学のカリキュラムに読替可能な科目がある場合は、本学の科目の単位

を取得したものとして認定を行います。読替科目が無い場合や語学研修プログラム等を修了した場合は以

下の科目の単位として認定します。 

① 留学期間中に修得すべき外国語の選択必修科目（留学先で使用する言語と同一語種の場合に限る） 

② 発展教育科目にある「実践外国語」 

 この際の単位数は学修時間に応じて定めるものとします。なお、成績評価はいずれも「認」となります。留学

に伴う単位認定の上限は 30単位とします。 



(6) 留学の奨励 

留学期間は最大で 1年間まで在学期間に算入されます。留学期間を含めて合計 4年間で卒業できるよう

にするため、長期留学をする学生を対象に 3 年次進級要件の緩和や専門演習の履修方法を変更しています。 

① 2年次に留学する場合、3年次進級要件が緩和（留学期間により緩和される内容が異なる）されます。 

② 3 年次春学期から 4 年次春学期の間に留学する場合、通年科目である「専門演習（一般）」ではなく、

半期科目である「専門演習（留学）」を履修します。 

 

【留学する学生の 3年次進級要件】 

➢ 2年次に 1年間留学：合計単位数を 40単位以上とする 

➢ 2年次に半年間留学：緩和なし 

➢ 留学先から修了証が発行されない場合は、進級要件の緩和は行わない 

 

【2023・202２・2021年度入学生】 

 科目区分 
通常又は 

2年次に半期留学 

2年次に 

1年間留学 

基
礎
教
育
科
目 

スタディー導入科目 
6単位以上 

(対象：基礎演習 a、基礎演習 b、現代公益論Ⅰ、現代公益論Ⅱ) 

リテラシー科目 
外国語科目 4単位以上  (英語(中国語)Ⅰ～Ⅳ) 

情報科目 4単位以上 (情報リテラシー･データリテラシー) 

科目の分野を問わず 36単位以上 26単位以上 

合計 50単位以上 

 

【2020・2019・2018年度入学生】 

 科目区分 
通常又は 

2年次に半期留学 

2年次に 

1年間留学 

基
礎
教
育
科
目 

スタディー導入科目 
6単位以上 

(対象：基礎演習 a、基礎演習 b、現代公益論Ⅰ、現代公益論Ⅱ) 

リテラシー科目 
外国語科目 4単位以上  (英語(中国語)Ⅰ～Ⅳ) 

情報科目 4単位以上 (情報リテラシーⅠ･Ⅱ) 

科目の分野を問わず 36単位以上 26単位以上 

リメディアル科目 「国語基礎 1」と「数学基礎 1」 

合計 50単位以上 40単位以上 

 

【専門演習（留学）】 

区分 第５セメスター 第６セメスター 第７セメスター 第８セメスター 履修 卒業単位 

専
門
演
習 

一般 専門演習Ⅰ 専門演習Ⅱ 
必修 

８単位 

留学 

   専門演習(留学)Ⅱ ２単位 

専門演習(留学)Ⅰ

a 

専門演習(留学)Ⅰ

b 

専門演習(留学)Ⅰ

c 
 

選択

必修 
２または４単位 

   専門演習(留学)Ia、Ib、Ic、IIのうち、専門演習(留学)IIは必修です。 

専門演習 Ia、Ib、Ic は選択必修とし、留学期間に応じて１科目２単位、または２科目４単位を修得します。 

専門演習 Ia、Ib、Ic のうち、留学のために履修出来ない科目については、専門演習担当教員がメール

等での教育指導を行います。なお、専門演習の一部の単位を修得しないことにより卒業に不足する単位に

ついては、専門科目または発展教育科目から修得します。 

ただし、進級要件の緩和や専門演習（留学）の履修を行うには、次の条件を満たしている必要があります。 

① 留学が２年次春学期から４年次春学期の間に行われていること 

② 留学期間が通算で２セメスター以内であること 

③ 留学先大学等での学修により留学後に本学で１単位以上の単位認定が行われること 

 

(7) 留学中の学費について 

条件を満たした留学の場合には、留学期間中の学生納付金を減免する制度があります。 



 科目ナンバリングとカリキュラムツリー 
 

各授業科目が関連する分野や学修段階を体系的に示すことを目的に、科目のナンバリングを行っています。 

 

◎科目ナンバリング 

 科目ごとに、科目群、難易度、分野に対応する記号・番号を付しています。この記号・番号は、カリキュラムツリー

に関連づけられています。 

 

例：BIZ １ １ １ 

   ①  ② ③ ④ 

  ①・・・科目群として、3文字の略表で表現します。 

  ②・・・大分類として、難易度を100の位で表現します。100番台が基礎レベル、200番台が中級レベル、

300番台が上級レベルの3段階です。 

  ③・・・中分類として、学問分野等を10の位で分類します。 

  ④・・・1桁の数字は、通し番号です。 

 

 

◎カリキュラムツリー 

 カリキュラムツリーは、横軸は難易度（100の位）、縦軸は科目群（英字3文字）、分野（10の位）となっています。

また、科目同士の関連性がわかるように線で繋がれており、全体的な体系図を概観できるようになっています。

科目間の接続線の接続パターンにより系統的に履修を行う際の履修の必要性の強さを表現しています。 

 

接続パターン 

「A」から「B」に進む場

合の中間科目の履修

必要性の強度 

備考 

 

強 

「中間科目の少なくとも 1 つは履修する、

もしくは全て履修するべき」という場合の

表記法 

 

弱 
「中間科目を履修するのが望ましい」とい

う場合の表記法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

中間科目 

中間科目 

B 

A 

中間科目 

中間科目 

B 



科目ナンバリング分類表 

科目分類 略称 
大分類(100の位) 中分類(10の位) 

100 200 300 0 10,20 30,40 50,60 70,80 90 

基
礎
教
育
科
目 

スタディー導入科目 INT Introduction 

基
礎
レ
ベ
ル 

中
級
レ
ベ
ル 

上
級
レ
ベ
ル 

スタディー － － － － － 

リテラシー科目 LIT Literacy  英語 中国語 情報 キャリア  

共通科目 LIB Liberal Arts － 
人文社会系 

(公民) 
STEAM系 

SDGs 

プログラム系 

人文社会系 

(地歴) 

人文社会系 

(教養) 

専
門
共
通
科
目 

共通専門科目 COM Common － 共通 － － － － 

経営コース専門科目 BIZ Business － 経済 経営 会計 －  

政策コース専門科目 POL Policy － 政策 法律 政治・行政 －  

地域福祉コース専門科目 CBC Community-based care － 
ソーシャル 

ワーク 
分野別科目 

地域福祉 

演習 
－  

国際教養コース専門科目 ILA International liberal arts － 英語 中国語 国際・文化 －  

観光・まちづくりコース専門科目 CDT Community development and tourism － 産業と政策 社会と文化 技法と実践 －  

メディア情報コース専門科目 MIT Media and Information Technology － ソフトウェア 
データ 

サイエンス 
Society5.0 －  

演習 

応用演習 ASC Applied seminar course － 
インターン 

シップ 
プロジェクト型 競争型 課題解決実践 産学連携型 

専門演習 PSC Professional Seminar Course      専門演習 

発
展
教
育
科
目 

社会福祉養成課程科目 SWT Social work training  
社会福祉士 

演習 
実習指導 実習 －  

外国語発展科目 EFL Extensive foreign language － － 
ロシア語 

日本語 
留学 － － 

リメディアル科目 RME Remedial  
リメディ 

アル 
    

教職科目 TPP Teaching Profession Program  教職 公民 地理歴史   

 



□カリキュラム（2023・2022・2021年度入学生）

第1セメスター 第2セメスター 第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

必修 8

外国語科目

〇英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
/〇EAPⅠ・Ⅱ・Ⅲ
/〇中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ　［各1］

〇英語Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ
/〇EAPⅣ・Ⅴ・Ⅵ
/〇中国語Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ　［各1］

〇英語Ⅶ/〇EAPⅦ
/〇中国語Ⅶ・Ⅷ　［各1］

〇英語Ⅷ/〇EAPⅧ　［各1］
選択
必修

8 ・同一言語８単位必修

情報科目 ●情報リテラシー[2] ●データリテラシー[2] ●基礎プログラミングⅠ[2] ●基礎プログラミングⅡ[2] 必修 8

●キャリア入門a[1]
●キャリア入門b[1]

●キャリアと人生a[1]
●キャリアと人生b[1]

就職セミナー[2]
・●科目は必修
・共通科目と合わせて30単位以上

人文社会系
【21科目】[42単位]

STEAM系
【14科目】[19単位]

SDGs導入科目
【8科目】[16単位]

選択
必修

・〇科目のどちらか選択必修
・〇科目を含む6単位以上

・4単位選択必修

一般 必修 8

●専門演習Ⅱ[留学][2] (2)

〇専門演習[留学]Ⅰa[2] 〇専門演習[留学]Ⅰb[2] 〇専門演習[留学]Ⅰc[2]
選択

必修
(2か4)

ロシア語

日本語

・修得が義務

●必修科目　　○選択必修科目 合計　１２４

・人文社会系の区分から6単位以上
・STEAM系の区分から4単位以上
・SDGs導入科目の区分から2単位以上

・国際教養コースに所属する場合は、
　選択した語学の語学科目はすべて必修
　[■英語、▲中国語]

・国際教養コース語学科目の他コース
　学生の履修は以下の６科目に限る
　英語科目：
　　Advanced English Communication

　　TOEIC(中級)
　　TOEIC(上級)
　中国語科目：
　　中国語会話(初級)
　　中国語会話(中級)
　　中国語検定対策Ⅰ

30
以
上

上級）産学連携型長期学外学修

哲学[2]　倫理学[2]　文学概論[2]　心理学[2]　日本史ａ[2]　日本史ｂ[2]　西洋史ａ[2]　西洋史ｂ[2]　人文地理学ａ[2]　文化人類学[2]　世界地誌[2]　法学[2]　政治学[2]　社会学[2]　教育学{2]　特別支援教育[2]　環境社会学[2]
自然地理学ａ[2]　自然地理学ｂ[2]　ソーシャルワークの基盤と専門職ａ[2]　ソーシャルワークの基盤と専門職ｂ[2]

必

修

/

選

択

中）観光産業論ａ[1]　観光産業論ｂ[1]　観光政策論a[1]　観光政策論b[1]　国際観光論ａ[1]　国際観光論ｂ[1]　自然環境の保全と共生[2]　中山間･離島地域論[2]　地域･観光資源論[2]
　　民俗学と観光Ⅰ[1]　民俗学と観光Ⅱ[1]　中心市街地の再生[2]　風景のデザインａ[1]　風景のデザインｂ[1]　観光･まちづくり演習ａ[2]　観光･まちづくり演習ｂ[2]　人文地理学ｂ[2]
　　日本地誌[2]
上）NPO･NGO論[2]　第六次産業論[2]　社会起業家論Ⅰ[1]　社会起業家論Ⅱ[1]　余暇と観光の社会学[2]　グリーンツーリズム論[2]

基）ゲームデザインａ[1]　ゲームデザインｂ[1]　Unix演習ａ[1]　Unix演習ｂ[1]　地理情報基礎演習[1]　画像情報処理[1]　マルチメディア論[1]
　　データサイエンス入門ａ[1]　データサイエンス入門ｂ[1]
中）数値情報処理ａ[1]　数値情報処理ｂ[1]　情報デザイン論ａ[1]　情報デザイン論ｂ[1]　計算機基礎理論[1]　コンピュータシステム論[1]　システム開発技術論[1]　企業活動と情報システム[1]
　　データ分析手法a［1］　データ分析手法b［1］情報数学ａ[1]　情報数学ｂ[1]
上）データベース論[1]　データベース演習[1]　情報システムa[1]　情報システムb[1]　インターネット論[1]　インターネット演習[1]　情報システムｃ[1]　情報システムd[1]　応用プログラミング[1]
　　データ構造とアルゴリズム[1]　応用数学ａ[1]　応用数学ｂ[1]　機械学習入門ａ[1]　機械学習入門ｂ[1]　応用数学ｃ[1]　応用数学ｄ[1]　統計モデリングa[1]　統計モデリングb[1]
　　機械学習理論ａ[1]　機械学習理論ｂ[1]　機械学習理論ｃ[1]　機械学習理論ｄ[1]

・所属コースから30単位以上
(共通専門科目から最大6単位まで算入可
能)

英国庭園文化論[2]　経済学[2]　数学ａ[1]　数学ｂ[1]　実用数学[1]　物理学[2]　天文学ａ[1]　天文学ｂ[1]　統計学ａ[1]　統計学ｂ[1]　医学一般[2]
〇日経講座：デジタル社会論[2]　〇セキュリティ論[1]　〇AIと社会[1]（〇から2単位選択必修）

政策コース

[38単位]

地域福祉コース

[34単位]

観光･まちづくりコース

[36単位]

メディア情報コース

[43単位]

短期語学留学１[*]　短期語学留学２[*]

リメディアル科目【2科目】

専

門

演

習 留学

基礎）インターンシップ1[2]　インターンシップ２[2]　インターンシップ３[2]　インターンシップ４[2]　課題解決実践演習[*]

中級）プロジェクト型応用演習1[2]　プロジェクト型応用演習2[2]　競争型課題解決演習1[2]　競争型課題解決演習2[2]

卒業単位外

●基礎演習a[2]　●基礎演習b[2]　●現代公益論Ⅰ[1]
●現代公益論Ⅱ[1]　●山形地域論a[1]　●山形地域論b[1]

●専門演習Ⅰ[4] ●専門演習Ⅱ[4]

●国語基礎　●数学基礎

共

通

科

目

基）経営学基礎[2]
中）経済史[2]　経営管理論[2]　経営戦略論[2]　経営工学ａ[1]　経営工学ｂ[1]　職場のメンタルヘルス[2]　環境マネジメント論[1]　企業法務[2]　会計学[2]　管理会計[2]
上）経済学特論ａ[2]　経済学特論ｂ[2]　金融論[2]　産業組織論[2]　ゲーム理論[2]　人的資源管理論[2]　マーケティング論[2]　企業組織の心理学[2]　ライフサイクルアセスメント論ａ[1]
　　ライフサイクルアセスメント論ｂ[1]　企業財務分析[2]　非営利組織会計[2]

応用演習科目

【10科目】

６
２
以
上

[

発

展
教
育
科
目
と
合
算
し
て

]

選択
必修

外国語

発展

科目

【11

科目】
留学外国語

中）ソーシャルワーク演習Ⅰ[2]　ソーシャルワーク演習Ⅱ[2]　ソーシャルワーク演習Ⅲ[2]　ソーシャルワーク実習指導Ⅰ[1]　ソーシャルワーク実習指導Ⅱ[1]
上）ソーシャルワーク演習Ⅳ[2]　ソーシャルワーク演習Ⅴ[2]　　ソーシャルワーク実習指導Ⅲ[1]　ソーシャルワーク実習Ⅰ[2]　ソーシャルワーク実習Ⅱ[3]　ソーシャルワーク実習Ⅲ[3]

初級）ロシア語1[1]　ロシア語2[1]　日本語演習ａ[1]　日本語演習ｂ[1]　　　中級）ロシア語3[1]　ロシア語4[1]　日本語演習ｃ[1]　日本事情[1]

専

門

教

育

科

目

・選択必修科目の必要単位数は留学期間
　に応じて定める

選択

中）政策入門[2]　社会保障論a[2]　社会保障論b[2]　公的年金論[2]　憲法[2]　統治機構論[2]　行政法[2]　民法Ⅰ[2]　国際法[2]　国際海洋法[2]　行政学[2]　地方自治論[2]　日本政治論Ⅰ[2]
上）公共経営論[2]　公共系科目演習ａ[1]　公共系科目演習ｂ[1]　民法Ⅱ[2]　国際関係の法と経済[2]　地方財政論[2]　日本政治論Ⅱ[2]

基）地域福祉と包括的支援体制Ｉ[2]　地域福祉と包括的支援体制Ⅱ[2]
中）ソーシャルワークの理論と方法ａ[2]　ソーシャルワークの理論と方法ｂ[2]　ソーシャルワークの理論と方法ｃ[2]　ソーシャルワークの理論と方法ｄ[2]
　　高齢者福祉論[2]　児童・家庭福祉論[2]　障害者福祉論[2]　公的扶助論[2]　医療福祉論[2]　権利擁護と成年後見[2］　刑事司法と福祉[2]　社会福祉調査[2]　福祉経営論[2]
上）社会政策ａ[1]　社会政策ｂ[1]　精神保健学[2]

種別
必要

単位

共通専門科目

【12科目】[18単位]

経営コース

[41単位]

発

展

教

育

科

目

社会福祉士養成課程

【11科目】[22単位]

実践外国語[期間・大学名][*]

大区分 中区分 小区分

基）日本文化論[2]　世界経済事情[2]　サブカルチャー論ａ[1]　サブカルチャー論ｂ[1]
中）国際関係論[2]　国際協力論[2]　アジア経済論[2]　中国文化論[2]　比較文化論Ⅰ[1]　比較文化論Ⅱ[1]　アメリカ事情[2]　西洋文学史[2]　多文化共生論[2]
上）国際ビジネス論[2]　中国経済論[2]　International Economics[2]　海外インターンシップ[2]国際教養コース

[30単位（ほか語学科

目18単位(英語・中国

語各9単位)）]

〇問題解決の思考法[1]　〇情報発信･ファシリテーションの技法[1]（〇から1科目選択必修）
基）基礎簿記Ⅰ[2]　基礎簿記Ⅱ[2]　社会福祉学a[2]　社会福祉学b[2]　観光･まちづくり概論ａ[1]　観光･まちづくり概論ｂ[1]　社会調査論ａ[1]　社会調査論ｂ[1]　　　中）ミクロ経済学[2]　マクロ経済学[2]

生涯学習論[2]　ジェンダー論[2]　貧困と福祉[2]　都市と交通[2]　食糧とエネルギー[2]　水と大気[2]　海ごみ問題と循環型社会デザイン[2]　SDGsと未来デザイン[2]

［語学科目］　■Advanced English Communication[1]　■English PresentationⅠ[1]　■English PresentationⅡ[1]　■Intensive ReadingⅠ[1]　■Intensive ReadingⅡ[1]
　　■Academic Writing[1]　■TOEIC（中級）[1]　■TOEIC（上級）[1]　■Intensive TOEIC[1]　▲中国語会話（初級）[1]　▲中国語会話（中級）[1]　▲中国語中級講読Ⅰ[1]
　　▲中国語中級講読Ⅱ[1]　▲中国語リスニング[1]　▲中国語検定対策Ⅰ[1]　▲中国語検定対策Ⅱ[1]　▲中国語上級講読[1]　▲中国語作文[1]

4年次
備考[卒業要件等]

基

礎

教

育

科

目

スタディー導入科目

【6科目】[8単位]

リ

テ

ラ

シ
ー

科

目

【

3

9

科

目
】

[

4

8

単

位

]

キャリア

科目

選択

文章表現法[2]　トップセミナー[1]　メディアと社会[1]　日経講座：メガトレンド論[2]　現代メディア論[2]　ジャーナリズムの倫理[2]

1年次 2年次 3年次

設置科目数 計３０２科目

修得単位数 計１２４単位以上



100（基礎レベル） 200（中級レベル） 300（上級レベル）

10, 20
(人文社会系）

30, 40
(STEAM系）

50, 60
(SDGs導入科目）

(

C
O
M

)

共
通
専
門
科
目

10, 20
（地域経営系）

10, 20
（経済）

30, 40
（経営）

50, 60
（会計）

90
（専門演習）

□カリキュラムツリー【経営コースの学びの流れ】

経
営
コ
ー

ス

区分

(

B
I
Z

)

経
営
コ
ー

ス

(

Ｌ
Ｉ
Ｂ

)

共
通
科
目

経済学 131

専門演習Ⅰ 291 専門演習Ⅱ 391

会計学 251

統計学b 144

ライフサイクルアセスメント論 b 342

金融論 313

心理学 121

企業財務分析 351

非営利組織会計 352

管理会計 252

統計学a 143

数 学b 142

数 学a 141

経営学基礎 131

経済学特論a 311

経済学特論b 312

人的資源管理論 332

企業組織の心理学 337

マーケティング論 338
経営戦略論 232

職場のメンタルヘルス 238

経営管理論 231

企業法務 244

ミクロ経済学 211

マクロ経済学 212

水と大気 164

経営工学a 233

経営工学ｂ 234

経済史 212

基礎簿記Ⅱ 112基礎簿記Ⅰ 111

産業組織論 317

ゲーム理論 318

環境マネジメント論 243

ライフサイクルアセスメント論 a 

食糧とエネルギー 163



コース名
関心分野・志

向
モデルの解説 （　基　本　）  　履　　修　　科　　目　　名

科目数
（単位数）

社会を支える主体とし
て、政府（中央官庁や
地方公共団体）や民間
企業のほかに、NPOな
どの非営利組織の役割
の重要性が高まってい
ます。そうした非営利組
織の経営や管理に必要
な知識等をしっかり身
につける履修モデルで
す。農業や観光に豊富
な資源をもつ庄内地域
における非営利組織の
役割を勘案した内容に
なっています。

 【共通科目5科目】
    [LIB121]心理学、[LIB131]経済学、[LIB143]統計学a、[LIB144]統計学b、[LIB192]倫理学
 【共通専門科目4科目】
    [COM221]ミクロ経済学、[COM212]マクロ経済学、[COM111]基礎簿記Ⅰ、[COM112]基礎簿記Ⅱ
 【経営コース14科目】
    [BIZ131]経営学基礎、［BIZ231］経営管理論、[BIZ232]経営戦略論、
    [BIZ251]会計学、[BIZ351]企業財務分析、[BIZ352]非営利組織会計、
    [BIZ311]経済学特論a、[BIZ312]経済学特論b、 [BIZ318]ゲーム理論、[BIZ332]人的資源管理論、
    [BIZ238]職場のメンタルヘルス、[BIZ337]企業組織の心理学、
    [BIZ243］環境マネジメント論、［BIZ245］ライフサイクルアセスメント論a
 【政策コース1科目】
    [POL352]地方財政論
 【観光・まちづくりコース9科目】
    [CDT217]観光産業論a、[CDT218]観光産業論b、[CDT236]地域・観光資源論、
    [CDT242]中心市街地の再生、[CDT312]ＮＰＯ・ＮＧＯ論、[CDT313]第六次産業論、
    [CDT316]社会起業家論Ⅰ、[CDT317]社会起業家論Ⅱ、 [CDT332]グリーンツーリズム論

33科目
（58単位）

【経営コース】基本履修モデル

経営コース
①

企業経営に
関心のある人

企業を取り巻く環境を
把 握 す るた めの 経済
学、市場競争を勝ち抜く
ための経営学、結果と
しての業績や経営状態
を評価するための会計
学をしっかりと身につけ
る履修モデルです。経
済のグローバル化に目
を向けるとともに、農業
や観光に豊富な資源を
もつ庄内地域での企業
経営を視野に入れてい
ます。

 【共通科目6科目】
    [LIB121]心理学、[LIB131]経済学、[LIB141]数学a、[LIB142]数学b、[LIB143]統計学a、[LIB144]統計学b
 【共通専門科目4科目】
    [COM211]ミクロ経済学、[COM212]マクロ経済学、[COM111]基礎簿記Ⅰ、[COM112]基礎簿記Ⅱ、
 【経営コース19科目】
    [BIZ131]経営学基礎、[BIZ231]経営管理論、[BIZ232]経営戦略論、[BIZ338]マーケティング論、
    [BIZ251]会計学、[BIZ252]管理会計、[BIZ351]企業財務分析、[BIZ313]金融論、
    [BIZ311]経済学特論a、[BIZ312]経済学特論b、[BIZ317]産業組織論、[BIZ318]ゲーム理論、
    [BIZ332]人的資源管理論、[BIZ238］職場のメンタルヘルス、[BIZ244]企業法務、
    [BIZ337]企業組織の心理学、[BIZ243］環境マネジメント論、［BIZ245］ライフサイクルアセスメント論a、
　 ［BIZ342］ライフサイクルアセスメント論b
  【国際教養コース3科目】
    [ILA152]世界経済事情、[ILA263]アジア経済論、[ILA351]国際ビジネス論
 【観光・まちづくりコース3科目】
    [CDT217]観光産業論a、[CDT218]観光産業論b、[CDT313]第六次産業論

35科目
（61単位）

経営コース
②

非営利組織に
関心のある人



100（基礎レベル） 200（中級レベル） 300（上級レベル）

（人文社会系）

（STEAM系）

（SDGs）

（
C
O
M

)

共
通
専
門
科
目

10, 20
（政策）

30, 40
（法律）

50, 60
（行政・政治）

90
（専門演習）

□カリキュラムツリー【政策コースの学びの流れ】

政
策
コ
ー

ス

区分

(

P
O
L

)

政
策
コ
ー

ス
(

L
I
B

)

共
通
科
目

政治学 133

法 学 132

経済学 131

国際海洋法 238

憲法 241

民法Ⅰ 233

行政法 232

国際法 235

地方自治論 252

公共経営論 351

地方財政論 352

社会保障論a 213

社会保障論b 214

公的年金論 215

行政学 251

日本政治論Ⅰ 253 日本政治論Ⅱ 352

政策入門 211

国際関係の法と経済 332

専門演習Ⅰ 291 専門演習Ⅱ 391

統治機構論 331

民法Ⅱ 335

生涯学習論 140

ミクロ経済学 211

マクロ経済学 212



コース名 関心分野・志向 モデルの解説 （　基　本　）  　履　　修　　科　　目　　名
科目数

（単位数）

政策に関心の
ある人・公民科

担当の高校教員
を目指す人・社
会の仕組みを理

解したい人

【政策コース】基本履修モデル

20科目
（40単位）

政策コース
①

国や地方自治体
の公務に関心の

ある人

 【共通科目 4科目】
    [LIB131]経済学、[LIB132]法学、[LIB133]政治学、[LIB140]生涯学習論
 【共通専門科目 2科目】
    [COM211]マクロ経済学、[COM212]ミクロ経済学
  【政策コース14科目】
    [POL213]社会保障論a、[POL214]社会保障論b、  [POL352]地方財政論、
　　[POL241]憲法、[POL232]行政法、　[POL233]民法Ⅰ、[POL235]国際法、
　  [POL331]統治機構論、 [POL335]民法Ⅱ 、
　  [POL251]行政学、[POL252]地方自治論、 [POL253]日本政治論Ⅰ、
    [POL351]公共経営論、 [POL352]日本政治論Ⅱ

公務員試験に対応する
ために、行政学や地方
自治法をはじめ、経済
分野から法律分野まで
幅広く学ぶ必要があ
る。なお、本モデル以外
の政策コース内の科目
をできる限り履修するこ
とが望ましい。

公共政策の考え方を理
解するために、政策入
門、日本政治論Ⅰなど
の政策・政治に関する
基本的な科目を履修す
る必要がある。さらに、
政策に関して構想力を
身に付け、国際的な視
点から政策課題に取り
組むためには、経済学
の基本的な科目を学ぶ
と共に、国際法につい
て理解し、社会保障な
どの個別の政策を学ぶ
必要がある。

 【共通科目 4科目】
    [LIB131]経済学、[LIB132]法学、[LIB133]政治学、[LIB140]生涯学習論
 【共通専門科目 2科目】
    [COM211]マクロ経済学、[COM212]ミクロ経済学
 【政策コース15科目】
    [POL211]政策入門、[POL213]社会保障論a、[POL214]社会保障論b、[POL215]公的年金論
　　[POL241]憲法、　[POL232]行政法、[POL233]民法Ⅰ、 [POL235]国際法、
    [POL238]国際海洋法、  [POL335]民法Ⅱ、[POL332]国際関係の法と経済、
　  [POL251]行政学、 [POL252]地方自治論、 [POL253]日本政治論Ⅰ
　  [POL352]日本政治論Ⅱ

※上記の科目を中心に、各自の関心と希望する進路に照らして幅広く履修してください。

21科目
（42単位）

政策コース
②



100（基礎レベル） 200（中級レベル） 300（上級レベル）

（人文社会系）

（STEAM系）

（SDGs）

(

C
O
M

)

共
通
専
門
科
目

10, 20

10, 20
（ソーシャル

ワーク）

30, 40
（分野別科目）

90
（専門演習）

10, 20
（社会福祉士

演習）

30, 40
（実習指導）

50, 60
（実習）

□カリキュラムツリー【地域福祉コースおよび社会福祉士養成課程の学びの流れ】

地
域
福
祉
コ
ー

ス

(

C
B
C

)

地
域
福
祉
コ
ー

ス

区分

(

L
I
B

)

共
通
科
目

ソーシャルワークの

基盤と専門職a 196

ソーシャルワークの

基盤と専門職b 197

地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 241

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 251

ソーシャルワーク演習Ⅳ

ソーシャルワーク演習Ⅴ

ソーシャルワーク実習指導Ⅱ 351

ソーシャルワーク実習指導Ⅲ 352

ソーシャルワーク実習Ⅱ 352

ソーシャルワーク実習Ⅲ 353

ソーシャルワーク演習Ⅰ 211

ソーシャルワーク演習Ⅲ 213

専門演習Ⅰ 291 専門演習Ⅱ 391

ソーシャルワークの理論と方法a 211

ソーシャルワークの理論と方法b 212

ソーシャルワークの理論と方法c 213

ソーシャルワークの理論と方法d 214

障害者福祉論 235

公的扶助論 236

医療福祉論 237

権利擁護と成年後見 238

高齢者福祉論 232

児童・家庭福祉論 234

刑事司法と福祉 243

精神保健学 331

地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 232

心理学 121

社会学 134

医学一般 160

社会福祉学a 114

社会福祉学b 124

ソーシャルワーク演習Ⅱ 212

ソーシャルワーク実習Ⅰ 351

貧困と社会 161

福祉経営論 242

社会福祉調査 244

社会政策a 332

社会政策b 333



コース名
関心分野・志

向
モデルの解説 （　基　本　）  　履　　修　　科　　目　　名

科目数
（単位数）

30科目
（57単位）

地域福祉
コース

②

社会福祉士
国家資格の

取得をめざす
人

社会福祉士になるには
国家試験を受けて合格
する必要があるが、そ
の試験の受験資格を取
得するためには、厚生
労働省が指定する科目
をすべて履修して、単
位を取得する必要があ
る。

【共通6科目】
    [LIB121]心理学、[LIB123]社会学、[LIB136]医学一般、[LIB196]ソーシャルワークの基盤と専門職a、
　　[LIB197]ソーシャルワークの基盤と専門職b、[LIB161]貧困と福祉
【共通専門3科目】
    [COM114]社会福祉学a、[COM115]社会福祉学b、［COM110］問題解決の思考法
【政策コース2科目】
    [POL213]社会保障論a、[POL214]社会保障論b
【地域福祉コース15科目】
　　[CBC211]ソーシャルワークの理論と方法a、[CBC212]ソーシャルワークの理論と方法b、
　　[CBC213]ソーシャルワークの理論と方法c、[CBC214]ソーシャルワークの理論と方法d、
    [CBC231]地域福祉と包括的支援体制Ⅰ、[CBC232]地域福祉と包括的支援体制Ⅱ、
　　[CBC232]高齢者福祉論、[CBC234]児童・家庭福祉論、[CBC235]障害者福祉論、[CBC236]公的扶助論、
　　[CBC237]医療福祉論、[CBC238]権利擁護と成年後見、[CBC239]福祉経営論、
　　[CBC240]刑事司法と福祉、[CBC241]社会福祉調査
【社会福祉士養成課程11科目】
    [SWT211]ソーシャルワーク演習Ⅰ、[SWT212]ソーシャルワーク演習Ⅱ、
　　[SWT213]ソーシャルワーク演習Ⅲ、[SWT311]ソーシャルワーク演習Ⅳ、
　　[SWT312]ソーシャルワーク演習Ⅴ、[SWT231]ソーシャルワーク実習指導Ⅰ、
　　[SWT232]ソーシャルワーク実習指導Ⅱ、[SWT331]ソーシャルワーク実習指導Ⅲ、
　　[SWT351]ソーシャルワーク実習Ⅰ、 [SWT352]ソーシャルワーク実習Ⅱ、
　　[SWT353]ソーシャルワーク実習Ⅲ

37科目
（72単位）

【地域福祉コース】基本履修モデル

地域福祉
コース

①

地域福祉に
関心のある人

地域福祉の現状を知
り、課題を発見し、分析
し、その解決をめざすた
めに、社会福祉の各分
野の基本的な知識、地
域福祉の基本を学ぶ。
さらに、地域における活
動の技法、援助の基本
についても学んだ上
で、地域において、調査
研究活動を実践する。

【共通6科目】
    [LIB121]心理学、[LIB123]社会学、[LIB136]医学一般、[LIB196]ソーシャルワークの基盤と専門職a、
　　[LIB197]ソーシャルワークの基盤と専門職b、[LIB161]貧困と福祉
【共通専門5科目】
    [COM114]社会福祉学a、[COM115]社会福祉学b、 [COM111]情報発信・ファシリテーションの技法、
　　[COM128]社会調査論a、 [COM129]社会調査論b
【政策コース2科目】
　　[POL213]社会保障論a、[POL214]社会保障論b
【地域福祉コース17科目】
　　[CBC211]ソーシャルワークの理論と方法a、[CBC212]ソーシャルワークの理論と方法b、
　　[CBC213]ソーシャルワークの理論と方法c、［CBC214］ソーシャルワークの理論と方法d
    [CBC231]地域福祉と包括的支援体制Ⅰ、[CBC232]地域福祉と包括的支援体制Ⅱ、
　　[CBC232]高齢者福祉論、[CBC234]児童・家庭福祉論、[CBC235]障害者福祉論、[CBC236]公的扶助論、
　　[CBC237]医療福祉論、[CBC238]権利擁護と成年後見、[CBC239]福祉経営論、
    [CBC240]刑事司法と福祉、 [CBC311]精神保健学、[CBC312]社会政策a、[CBC313]社会政策b



□カリキュラムツリー【国際教養コースの学びの流れ】
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(
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英国庭園文化論 121

日本史a 115

文学概論 113

経済学 131

中国語会話(初級） 231

中国語リスニング 232

中国語中級講読Ⅰ 233

中国語検定対策Ⅰ 235 中国語検定対策Ⅱ 333

専門演習Ⅱ 391

中国語作文 332

中国語上級講読 331

中国語会話(中級） 334

Intensive TOEIC 314

Intensive ReadingⅡ 311

English PresentationⅡ 312

TOEIC（上級） 215

Academic Writing 313

専門演習Ⅰ 291

比較文化論Ⅰ 256

国際関係論 251

国際協力論 252

アメリカ事情 257

中国文化論 261

Advanced English 
Communication 211

English PresentationⅠ 214

Intensive ReadingⅠ 213

TOEIC（中級） 212

アジア経済論 253

実践外国語（期間・大学名） 351

ロシア語1 131 ロシア語3 231 ロシア語4 232

日本史b 116

西洋史a 117

西洋史b 118

中国語中級講読Ⅱ 234

サブカルチャー論a 152

サブカルチャー論b 153

英語Ⅰ（基礎英語） 111

英語Ⅵ（リスニング） 116

中国語Ⅰ 131

中国語Ⅳ 134

EAPⅠ（Basic English） 121

EAPⅥ（Listening/Speaking2） 126

中国語Ⅱ 132

中国語Ⅲ 133

英語Ⅱ（リスニング） 112

英語Ⅲ（スピーキング） 113

英語Ⅳ（リーディング） 114

英語Ⅴ（スピーキング） 115

EAPⅡ（Listening/Speaking1） 122

EAPⅢ（Speaking/Listening1） 123

EAPⅣ（Reading1） 124

EAPⅤ（Speaking/Listening2） 125

英語Ⅶ（ライティング） 211

英語Ⅷ（リーディング） 213

EAPⅦ（Writing） 221

EAPⅧ（Reading2） 224

中国語Ⅴ 231

中国語Ⅵ 232

中国語Ⅶ 233

中国語Ⅷ 234

日本文化論 155

多文化共生論 259

世界経済事情 154

International Economics 353

中国経済論 352

国際ビジネス論 351

ロシア語2 132

短期語学留学1 251 短期語学留学2 252

比較文化論Ⅱ 260

海外インターンシップ 354

西洋文学史 258



コース名
関心分野・志

向
モデルの解説 （　基　本　）  　履　　修　　科　　目　　名

科目数
（単位数）

国際間および国際的な
課題について学ぶとと
もに、国際間のビジネ
スのあり方、課題を理
解する。英語のスキル
が習得できるよう英語
科目を9科目履修する。

 【共通5科目】
    [LIB115]日本史ａ、[LIB116]日本史ｂ、[LIB117]西洋史ａ、[LIB118]西洋史ｂ、[LIB131]経済学
 【経営コース1科目】
    [BIZ237]マーケティング論
  【国際共通コース19科目】
　  [ILA155]日本文化論、[ILA134]世界経済事情、[ILA251]国際関係論、[ILA252]国際協力論、
    [ILA259]多文化共生論、[ILA351]国際ビジネス論、[ILA353]International Economics、
    [ILA211]Advanced English Communication、[ILA313] Academic Writing、[ILA214]English PresentationⅠ
    [ILA312]English PresentationⅡ、[ILA213]Intensive ReadingⅠ、[ILA311]Intensive ReadingⅡ、
    [ILA212]TOEIC（中級）、[ILA215]TOEIC（上級）、[ILA314]Intensive TOEIC
 【観光・まちづくりコース2科目】
    [CDT222]国際観光論a、[CDT223]国際観光論ｂ
 【短期語学留学1科目】
    [EFL251]短期語学留学(2単位)

25科目
（39単位）※

※短期語
学留学の
単位数を

除く

国際教養
コース

③

中国文化と東
アジアのビジ
ネスに関心の

ある人
（中国語選択）

自国や中国や東アジア
の文化や経済を学び、
地域の国際化の課題を
理解する。
中国語のスキルが習得
できるよう中国語科目
を9科目履修する。

 【共通4科目】
    [LIB113]文学概論、[LIB115]日本史ａ、[LIB116]日本史ｂ、[LIB131]経済学
 【国際共通コース19科目】
    [ILA155]日本文化論、 [ILA134]世界経済事情
    [ILA251]国際関係論、[ILA252]国際協力論、、[ILA259]多文化共生論、[ILA253]アジア経済論、
    [ILA352]中国経済論、[ILA261]中国文化論、[ILA256]比較文化論Ⅰ、
    [ILA260]比較文化論Ⅱ、 [ILA231]中国語会話（初級）、[ILA232]中国語リスニング、
    [ILA233]中国語中級講読Ⅰ、 [ILA234]中国語中級講読Ⅱ、[ILA235]中国語検定対策Ⅰ、
  　[ILA331]中国語上級講読、[ILA332]中国語作文、 [ILA333]中国語検定対策Ⅱ、
　  [ILA334]中国語会話（中級）
 【短期語学留学1科目】
    [EFL251]短期語学留学(2単位)

24科目
（37単位）※

※短期語
学留学の
単位数を

除く

【国際教養コース】基本履修モデル

国際教養
コース

②

国際的な仕事
に関心のある

人
（英語選択）

国際教養
コース

①

世界の文化に
関心のある人
（英語選択）

自国や他国・地域の歴
史や文化を学び、多文
化共生のあり方を理解
する。
英語のスキルが習得で
きるよう英語科目を9科
目履修する。

 【共通6科目】
    [LIB113]文学概論、 [LIB115]日本史ａ、[LIB116]日本史ｂ、[LIB117]西洋史ａ、[LIB118]西洋史ｂ、
　　[LIB121]英国庭園文化論
 【国際教養コース19科目】
    [ILA155]日本文化論、[ILA152]サブカルチャー論a、[ILA153]サブカルチャー論b、[ILA256]比較文化論Ⅰ、
    [ILA256]比較文化論Ⅱ、[ILA259]多文化共生論、[ILA257]アメリカ事情、[ILA258]西洋文学史、
    [ILA353]International Economics、[ILA211]Advanced English ILAmunication、[ILA313]Academic Writing、
    [ILA214]English PresentationⅠ、[ILA312]English PresentationⅡ、[ILA213]Intensive ReadingⅠ、
    [ILA311Intensive ReadingⅡ、[ILA212]TOEIC（中級）、[ILA215]TOEIC（上級）、[ILA314]Intensive TOEIC
 【短期語学留学1科目】
    [EFL251]短期語学留学(2単位)

25科目
（37単位）※

※短期語
学留学の
単位数を

除く
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（産業と政策）
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（社会と文化）
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（技法と実践）
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（専門演習）

□カリキュラムツリー【観光･まちづくりコースの学びの流れ】
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L
I
B

)

基
礎
教
育
科
目

専門演習Ⅰ 291 専門演習Ⅱ 391

人文地理学a 182

統計学ｂ 144

統計学ａ 143

余暇と観光の社会学 331

NPO・NGO論 314

第六次産業論 313

社会起業家論Ⅱ 317

グリーンツーリズム論 351

環境社会学 112

社会学 123

社会起業家論Ⅰ 316

マーケティング論 247

地方自治論 252

統治機構論 233

ジェンダー論

都市と交通 162

海ごみ問題と循

情報発信・ファシリテーションの技法 111

社会調査論a 128

観光・まちづくり概論b 119

観光・まちづくり概論a 118

社会調査論b 129

サブカルチャー論ａ 161

サブカルチャー論ｂ 162

風景のデザインb 243

観光・まぢつくり演習b 264

観光産業論ａ 217

観光政策論b 220

民俗学と観光Ⅱ 248

風景のデザインa 251

国際観光論ｂ 223

地域・観光資源論 236

民俗学と観光Ⅰ 247

観光産業論ｂ 218

観光政策論a 219

国際観光論ａ 222

自然環境と保全と共生 241

中山間・離島地域論 234

中心市街地の再生 252

観光・まぢつくり演習a 254

人文地理学b 237

日本地誌 238

日本文化論 151

自然地理学ａ 171

※履修の際は、【観光･まちづくりコース】基本履修モデル を参考にしてください。

英国庭園文化論



コース名
関心分野・志

向
モデルの解説 （　基　本　）  　履　　修　　科　　目　　名

科目数
（単位
数）

まちづくりや
地域の活性

化
に関心のある

人

私たちの住む「マチ」や
「ムラ」がどのようにすれ
ばより住みよくなるのか、
具体的にどのようにすれ
ば地域が潤うのか、地域
を支える人々（定住人
口）を増やすためにはど
うすればよいのかを、
人々の交流、自然のあり
方、産業振興等に関係し
た科目を学びながら、地
域の中で実践し、身に付
けていきます。

【人文社会系３科目（５単位）】
 　[LIB112]環境社会学、[LIB123]社会学、[LIB182]人文地理学ａ、
【STEAM系２科目（２単位）】
　 [LIV143]統計学ａ、[LIV144]統計学ｂ
【SDGsプログラム科目（４単位）】
　  [LIB]ジェンダー論、[LIB]海ごみ問題と循環型社会デザイン
【政策コース１科目（２単位）】    [POL252]地方自治論
【共通専門５科目（５単位）】
    [COM111]情報発信・ファシリテーションの技法、[COM118]観光・まちづくり概論a、
    [COM119]観光・まちづくり概論ｂ、 [COM128]社会調査論ａ、 [COM129]社会調査論ｂ
【観光・まちづくりコース１４科目（２１単位）】
    [CDT234]中山間・離島地域論、
　　[CDT252]中心市街地の再生、　[CDT236]地域・観光資源論、  [CDT270]人文地理学ｂ、
　　[CDT271]日本地誌 、[CDT233]自然環境の保全と共生、 [CDT253]風景のデザインａ、
　　[CDT243]風景のデザインｂ、[CDT254]観光・まちづくり演習ａ、 [CDT255]観光・まちづくり演習ｂ
　　[CDT323]第六次産業論、 [CDT314]NPO・NGO論、 [CDT316]社会起業家論Ⅰ、
　　[CDT317]社会起業家論Ⅱ、[CDT351]グリーンツーリズム論

27科目
（39単
位）

【観光･まちづくりコース】基本履修モデル

観光・
まちづくり

コース
①

観光産業や
地域観光に

関心のある人

観光産業に携わる上で
必要となる観光関連科目
（各種観光論）はもちろ
ん、人々が観光に何を望
んでいるのか、観光を産
業として成り立たせるた
めには何が必要か、グ
ローバル化の中で、海外
の人々は何に魅力を感
じるのか等、幅広く学び、
地域をフィールドとして実
践する機会も豊富に提
供します。

【人文社会系３科目（５単位）】
 　[LIB112]環境社会学、[LIB123]社会学、  [LIB182]人文地理学ａ
【STEAM系３科目（４単位）】
　  [LIV135]英国庭園文化論、[LIV143]統計学ａ、[LIV144]統計学ｂ
【SDGsプログラム２科目（４単位）】
　  [LIB]ジェンダー論、[LIB162都市と交通]
【経営コース１科目（２単位）】　　 [BIZ247]マーケティング論
【国際コース３科目（４単位）】
 　 [LIB151]日本文化論、[ILA161]サブカルチャー論a、 [ILA162]サブカルチャー論ｂ
【共通専門５科目（５単位）】
    [COM111]情報発信・ファシリテーションの技法、[COM118]観光・まちづくり概論a、
    [COM119]観光・まちづくり概論ｂ、 [COM128]社会調査論ａ、 [COM129]社会調査論ｂ
【観光・まちづくりコース１６科目（２０単位）】
    [CDT217]観光産業論ａ、 [CDT218]観光産業論ｂ、[CDT223]観光政策論ａ、[CDT224]観光政策論ｂ
　　[CDT212]国際観光論ａ、[CDT222]国際観光論ｂ、[CDT244]地域・観光資源論、
　　[CDT237]民俗学と観光Ⅰ、[CDT238]民俗学と観光Ⅱ、[CDT252]中心市街地の再生、
　　[CDT253]風景のデザインａ、[CDT243]風景のデザインｂ、[CDT254]観光・まちづくり演習ａ、
　　[CDT255]観光・まちづくり演習ｂ、 [CDT331]余暇と観光の社会学、[CDT351]グリーンツーリズム論

33科目
（44単
位）

観光・
まちづくり

コース
②



□カリキュラムツリー【メディア情報コースの学びの流れ】

100（基礎レベル） 200（中級レベル） 300（上級レベル）

（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
）

共
通
科
目

（
Ｌ
Ｉ
Ｔ
）

リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

（
Ｍ
Ｉ
Ｔ
）

メ
デ
ィ
ア
情
報
コ
ー
ス

情報デザイン論a 110

区分

50,60
（情報）

10,20
（ソフトウェア）

50,60
（Society5.0）

30,40,70
（データ          
  サイエンス）

30,40
 （STEAM系）

AIと社会

セキュリティ論

日経講座

数学a

数学b

統計学a

統計学b

物理学

情報デザイン論b 111

Unix演習a 112

Unix演習b 113

ゲームデザインa 219

ゲームデザインb 220

応用プログラミング 313 データ構造とアルゴリズム 314

データサイエンス入門a 142

データサイエンス入門b 143

マルチメディア論 151

地理情報基礎演習 152

画像情報処理 153

数値情報処理a 250

数値情報処理b 251

90
（専門演習）

専門演習Ⅰ 291 専門演習Ⅱ 391

情報システムa 355

情報システムb 356

情報システムc 357

情報システムd 358

計算機基礎理論  215 

コンピュータシステム論 216

システム開発技術論 217

企業活動と情報システム 218

インターネット論 315

インターネット演習 316

情報リテラシー

データリテラシー

基礎プログラミングⅠ

基礎プログラミングⅡ

データベース演習 339

応用数学c 344

応用数学d 345

情報数学a 346

情報数学b 347

機械学習理論c 348

機械学習理論d 349

データベース論 338

応用数学a 241

応用数学b 242

機械学習理論a 245

機械学習理論b 246

データ分析手法a 239

データ分析手法b 240

機械学習入門a 243

機械学習入門b 244

統計モデリングa 247

統計モデリングb 248



【メディア情報コース】基本履修モデル

コース名 関心分野・志向 モデルの解説 （基本）履修科目名 科目数 単位数

4 4

25 25

マルチメディア論 社会情報基礎演習 画像情報処理

計算機基礎理論 コンピュータシステム論 システム開発技術論 企業活動と情報システム

インターネット論 インターネット演習 応用プログラミング データ構造とアルゴリズム

データベース論 データベース演習

4 4

26 26計算機基礎理論 コンピュータシステム論 システム開発技術論 企業活動と情報システム

データベース論 データベース演習

3 4
経済学

共通専門科目 ミクロ経済学 マクロ経済学 2 4

23 23

マルチメディア論 社会情報基礎演習 画像情報処理

計算機基礎理論 コンピュータシステム論 システム開発技術論 企業活動と情報システム

応用プログラミング データ構造とアルゴリズム

データベース論 データベース演習

メディア情報
コース①
ソフトウェア

ソフトウェアの開発
に興味がある人

自らのアイデアで
世の中を変えていく
システムの作成に
必要な基礎技術と
それらのプログラム
を動かす土台とな
るシステムの基本
を学ぶ

共通科目
（STEAM系）

数学a 数学b
統計学a 統計学b

メディア情報
コース

情報デザイン論a 情報デザイン論b Unix演習a Unix演習b

ゲームデザインa ゲームデザインb
数値情報処理a 数値情報処理b

情報システムa 情報システムb 情報システムc 情報システムd

メディア情報
コース②
データ
サイエンス

大量のデータを分
析して課題解決に
役立てたい人

大量のデータを安
全に処理するため
に必要な統計処理
技術と分析方法を
実践的に学ぶ

共通科目
（STEAM系）

数学a 数学b
統計学a 統計学b

メディア情報
コース

Unix演習a Unix演習b
データサイエンス入門a データサイエンス入門b
機械学習入門a 機械学習入門b データ分析手法a データ分析手法b
情報数学a 情報数学b

応用数学a 応用数学b 応用数学c 応用数学d

機械学習理論a 機械学習理論b 機械学習理論c 機械学習理論d
統計モデリングa 統計モデリングb

メディア情報
コース③

Society 5.0

Society 5.0の社会
で活躍したい人

サイバーフィジカル
技術と多様な専門
知識を融合したイノ
ベーションで新たな
価値を創造するこ
で経済発展と社会
的課題の解決を両
立し、快適で暮らし
やすい社会にする
ための方法を実践
的に学ぶ

共通科目
（STEAM系）

統計学a 統計学b

メディア情報
コース

情報デザイン論a 情報デザイン論b Unix演習a Unix演習b
データサイエンス入門a データサイエンス入門b

数値情報処理a 数値情報処理b

情報システムa 情報システムb 情報システムc 情報システムd



第1セメスター 第2セメスター 第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

必修 8

Ⅰ群

[24単位]
哲学[2]　倫理学[2]　文学概論[2]　心理学[2]　日本史a[2]　日本史b[2]　西洋史a[2]　西洋史b[2]　人文地理学ａ[2]　文化人類学[2]　英国庭園文化論[2]　世界地誌[2]

Ⅱ群

[22単位]
経済学[2]　法学[2]　政治学[2]　社会学[2]　社会福祉学a[2]　社会福祉学b[2]　ジェンダー論[2]　環境社会学[2]　教育学[2]　生涯学習概論[2]　特別支援教育[2]

Ⅲ群

[15単位]
数学ａ[1]　数学ｂ[1]　実用数学ａ[1]　物理学[2]　天文学ａ[1]　天文学ｂ[1]　統計学ａ[1]　統計学ｂ[1]　医学一般[2]　自然地理学ａ[2]　自然地理学ｂ[2]

外国語科目

[各8単位]

〇英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
/〇EAPⅠ・Ⅱ・Ⅲ
/〇中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ［各1］

〇英語Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ
/〇EAPⅣ・Ⅴ・Ⅵ
/〇中国語Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ［各1］

〇英語Ⅶ/〇EAPⅦ
/〇中国語Ⅶ・Ⅷ　［各1］

〇英語Ⅷ/〇EAPⅧ　［各1］
選択

必修

８
以上

・同一言語８単位必修

情報科目

[8単位]
●情報リテラシーI[2] ●情報リテラシーII[2] ●基礎プログラミングⅠ[2] ●基礎プログラミングⅡ[2] 必修 8

系共通科目

[14単位]

経営

コース

[39単位]

政策

コース

[38単位]

地域福祉

コース

[31単位]

系共通

科目

[18単位]

観光･

まちづくり

コース

[36単位]

メディア

情報

コース

[39単位]

一般

[8単位]

必

修
8

○専門演習(留学)Ⅱ[2]
必

修
2

○専門演習(留学)Ⅰa[2] ○専門演習(留学)Ⅰb[2] ○専門演習(留学)Ⅰc[2]
選択

必修
2または4

特別プログラム

基礎科目

社会福祉士

養成課程

[20単位]

特別プログラム

応用科目 特別プログラムa(テーマ)　特別プログラムb(テーマ)

ロシア語

日本語［6単位］

基本科目

［6単位］
就職セミナー[2]

発展科目

［8単位］
・応用演習科目から4単位以上修得

・修得が義務

●必修科目　　○選択必修科目 合計　１２４

4年次

リ

テ

ラ

シ
ー

科

目

現代メディア論[2]

□カリキュラム（2020・2019年度入学生）

大区分 中区分 小区分
1年次 2年次 3年次

・選択必修科目の必要単位数は留学期間
　に応じて定める

種別
必要

単位
備考（卒業要件等）

基

礎

教

育

科

目

スタディー導入科目

[8単位]

教

養

科

目

選
択

２４
以上

・各群から4単位以上修得

・実践外国語　長期留学中の外国語に関
　わる学修時間に応じて単位認定
・国際教養コース所属の場合、「短期語
　学留学」又は「実践外国語」より選択
　必修

外国語

発展科目
留学外国語

短期語学留学1[*]　短期語学留学2[*]

ロシア語1[1]　ロシア語2[1]　ロシア語3[1]　ロシア語4[1]　日本語演習ａ[1]　日本語演習ｂ[1]　日本語演習ｃ[1]　日本事情[1]

●専門演習Ⅰ[4] ●専門演習Ⅱ[4]

国際関係論[2]　国際協力論[2]　国際ビジネス論[2]　アジア経済論[2]　中国経済論[2]　中国文化論[2]　比較文化論Ⅰ[1]　比較文化論Ⅱ[1]
多文化共生論[2]　アメリカ事情[2]　西洋文学史[2]　International Economics[2]　海外インターンシップ[2]

国際

教養

コース

[42単位]

●基礎演習a[2]　●基礎演習b[2]　●現代公益論Ⅰ[1]
●現代公益論Ⅱ[1]　●山形地域論a[1]　●山形地域論b[1]

地

域

経

営

系

選択

５
８
以
上

(

発

展
教
育
科
目
と
合
算
し
て

)

・所属系から３５単位以上修得
・所属系の系共通科目及び発展教育科目
　の特別プログラム基礎科目（2021年度

　は休講）から合計６単位以上修得
・国際教養コースに所属する場合は、選
　択した語学の語学科目はすべて必修
　(■英語、▲中国語)

応用演習科目

［16単位*］

○基礎簿記Ⅰ[2]　○基礎簿記Ⅱ[2]　○経営学基礎[2]　○地域福祉論a[2]　○雇用政策論[2]　○ミクロ経済学[2]　○マクロ経済学[2]

障害者福祉論[2]　公的扶助論[2]　医療福祉論[2]　権利擁護と成年後見[2]　ソーシャルワーク総論ａ[2]　ソーシャルワーク総論ｂ[2]　地域福祉論ｂ[2]　相談援助の理論と方法ａ[2]
相談援助の理論と方法ｂ[2]　相談援助の理論と方法ｃ[2]　相談援助の理論と方法ｄ[2]　高齢者福祉論[2]　介護福祉論[2]　児童福祉論[2]　司法福祉論[1]　精神保健学[2]

○日本文化論[2]　○観光･まちづくり概論ａ[1]　○観光･まちづくり概論ｂ[1]　○世界経済事情[2]　○情報発信･ファシリテーションの技法[1]　〇サブカルチャー論ａ[1]　〇サブカルチャー論ｂ[1]　○社会調査論ａ[1]　○社会調査論ｂ[1]
○ヒューマンインタフェース[1]　〇インターネットと社会[1]　〇マルチメディア論[1]　〇セキュリティ論[1]　○データサイエンス入門ａ[1]　○データサイエンス入門ｂ[1]

［語学科目］　■Advanced English Communication[1]　■English PresentationⅠ[1]　■English PresentationⅡ[1]　■Intensive ReadingⅠ[1]　■Intensive ReadingⅡ[1]
　　　　　　　■Academic Writing[1]　■TOEIC(中級)[1]　■TOEIC(上級)[1]　■Intensive TOEIC[1]　▲中国語会話(初級)[1]　▲中国語会話(中級)[1]
　　　　　　　▲中国語中級講読Ⅰ[1]　▲中国語中級講読Ⅱ[1]　▲中国語リスニング[1]　▲中国語検定対策Ⅰ[1]　▲中国語検定対策Ⅱ[1]　▲中国語上級講読[1]　▲中国語作文[1]

発

展

教

育

科

目

特別

プログラ

ム

選
択

５

８
以

上

(

専

門
演
習

を

除

く

専

門
教

育
科

目

と
合
算

し

て

)

専

門

教

育

科

目 交

流

文

化

系

専門演習
留学

[8単位]

データ分析手法ａ[1]　データ分析手法b[1]　経済史[2]　経営管理論[2]　経営工学ａ[1]　経営工学ｂ[1]　マーケティング論[2]　福祉経営論[2]　環境マネジメント論ｂ[1]
会計学[2]　管理会計[2]　経済学特論ａ[2]　経済学特論ｂ[2]　金融論[2]　産業組織論[2]　経営戦略論[2]　人的資源管理論[2]　企業法務[2]
企業財務分析[2]　非営利組織会計[2]　企業組織の心理学[2]　ゲーム理論[2]

公共経営論[2]　行政学[2]　地方自治論[2]　行政法[2]　統治機構論[2]　政策入門[2]　国際海洋法[2]　公共系科目演習ａ[1]　公共系科目演習ｂ[1]
社会政策ａ[1]　社会政策ｂ[1]　社会保障論Ⅰ[2]　社会保障論Ⅱ[2]　公的年金論[2]　福祉行財政と福祉計画Ⅰ[1]　福祉行財政と福祉計画Ⅱ[1]
民法Ⅰ[2]　民法Ⅱ[2]　憲法[2]　地方財政論[2]　国際法[2]　国際関係の法と経済[2]

リメディアル科目 卒業単位外●国語基礎１,２　●数学基礎１,２

●キャリア入門ａ[1]　●キャリア入門ｂ[1] ●キャリアと人生ａ[1]　●キャリアと人生ｂ[1]
人

材

育

成

強

化

科

目

キャリア

科目 必
修
/
選
択

１０
以上

○ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ型応用演習1[2]　〇ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ型応用演習2[2]
○競争型課題解決演習1[2]　〇競争型課題解決演習2[2]

文章表現法[2]　トップセミナー[1]　メディアと社会[1]　日経講座：メガトレンド論[2]　ジャーナリズムの倫理[2]

・国際教養コース語学科目の他コース
　学生の履修は以下の６科目に限る
　英語科目：
　　Advanced English
Communication
　　TOEIC[中級]
　　TOEIC[上級]
　中国語科目：
　　中国語会話[初級]
　　中国語会話[中級]
　　中国語検定対策Ⅰ

観光産業論ａ[1]　観光産業論ｂ[1]　観光政策論a[1]　観光政策論b[1]　地域･観光資源論[2]　国際観光論ａ[1]　国際観光論ｂ[1]　余暇と観光の社会学[2]
民俗学と観光Ⅰ[1]　民俗学と観光Ⅱ[1]　グリーンツーリズム論[2]　第六次産業論[2]　自然環境の保全と共生[2]　風景のデザインａ[1]　風景のデザインｂ[1]　中心市街地の再生[2]
中山間･離島地域論[2]　NPO･NGO論[2]　社会起業家論Ⅰ[1]　社会起業家論Ⅱ[1]　観光･まちづくり演習ａ[2]　観光･まちづくり演習ｂ[2]　人文地理学ｂ[2]　日本地誌[2]

ゲームデザインａ[1]　ゲームデザインｂ[1]　Unix演習ａ[1]　Unix演習ｂ[1]　地理情報基礎演習[1]　画像情報処理[1]　社会情報処理[1]　数値情報処理ａ[1]　数値情報処理ｂ[1]
情報デザイン論ａ[1]　情報デザイン論ｂ[1]　計算機基礎理論[1]　コンピュータシステム論[1]　システム開発技術論[1]　企業活動と情報システム[1]
データベース論[1]　データベース演習[1]　インターネット論[1]　インターネット演習[1]　情報システムa[1]　情報システムb[1]　情報システムc[1]　情報システムd[1]
応用プログラミング[1]　データ構造とアルゴリズム[1]　応用数学ａ[1]　応用数学ｂ[1]　応用数学ｃ[1]　応用数学ｄ[1]　機械学習入門ａ[1]　機械学習入門ｂ[1]
統計モデリングa[1]　統計モデリングb[1]　機械学習理論ａ[1]　機械学習理論ｂ[1]　機械学習理論ｃ[1]　機械学習理論ｄ[1]　情報数学ａ[1]　情報数学ｂ[1]

相談援助演習Ⅰ[2]　相談援助演習Ⅱ[2]　相談援助演習Ⅲ[2]　相談援助演習Ⅳ[2]　相談援助演習Ⅴ[2]　相談援助実習指導Ⅰ[1]
相談援助実習指導Ⅱ[1]　相談援助実習指導Ⅲ[1]　相談援助実習指導Ⅳ[1]　相談援助実習Ⅰ[3]　相談援助実習Ⅱ[3]

○インターンシップ1[2]　〇インターンシップ２[2]　〇インターンシップ３[2]　〇インターンシップ４[2]

実践外国語(期間･大学名)[*]

設置科目数 計２９５科目
修得単位数 計１２４単位以上



第1セメスター 第2セメスター 第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

必修 8

Ⅰ群

[24単位]
哲学[2]　倫理学[2]　文学概論[2]　心理学[2]　日本史a[2]　日本史b[2]　西洋史a[2]　西洋史b[2]　人文地理学ａ[2]　文化人類学[2]　英国庭園文化論[2]　世界地誌[2]

Ⅱ群

[22単位]
経済学[2]　法学[2]　政治学[2]　社会学[2]　社会福祉学a[2]　社会福祉学b[2]　ジェンダー論[2]　環境社会学[2]　教育学[2]　生涯学習概論[2]　特別支援教育[2]

Ⅲ群

[15単位]
数学ａ[1]　数学ｂ[1]　実用数学ａ[1]　物理学[2]　天文学ａ[1]　天文学ｂ[1]　統計学ａ[1]　統計学ｂ[1]　医学一般[2]　自然地理学ａ[2]　自然地理学ｂ[2]

外国語科目

[各8単位]

〇英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
/〇EAPⅠ・Ⅱ・Ⅲ
/〇中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ［各1］

〇英語Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ
/〇EAPⅣ・Ⅴ・Ⅵ
/〇中国語Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ［各1］

〇英語Ⅶ/〇EAPⅦ
/〇中国語Ⅶ・Ⅷ　［各1］

〇英語Ⅷ/〇EAPⅧ　［各1］
選択

必修

８
以上

・同一言語８単位必修

情報科目

[8単位]
●情報リテラシーI[2] ●情報リテラシーII[2] ●基礎プログラミングⅠ[2] ●基礎プログラミングⅡ[2] 必修 8

系共通科目

[14単位]

経営

コース

[39単位]

政策

コース

[38単位]

地域福祉

コース

[31単位]

系共通

科目

[18単位]

観光･

まちづくり

コース

[36単位]

メディア

情報

コース

[39単位]

一般

[8単位]

必
修

8

○専門演習(留学)Ⅱ[2]
必
修

2

○専門演習(留学)Ⅰa[2] ○専門演習(留学)Ⅰb[2] ○専門演習(留学)Ⅰc[2]
選択

必修
2または4

特別プログラム

基礎科目【2単

位】

社会福祉士

養成課程

[20単位]

エネルギー

特別プログ

ラム

【0単位】
特別プログラム

応用科目 特別プログラムa(テーマ)　特別プログラムb(テーマ)

ロシア語

日本語［6単位］

基本科目

［6単位］
就職セミナー[2]

発展科目

［8単位］
・応用演習科目から4単位以上修得

・修得が義務

●必修科目　　○選択必修科目 合計　１２４

現代メディア論[2]

□カリキュラム（2018年度入学生）

大区分 中区分 小区分
1年次 2年次 3年次 4年次

種別
必要

単位
備考（卒業要件等）

基

礎

教

育

科

目

スタディー導入科目

[8単位]

●基礎演習a[2]　●基礎演習b[2]　●現代公益論Ⅰ[1]
●現代公益論Ⅱ[1]　●山形地域論a[1]　●山形地域論b[1]

教

養

科

目

選
択

２４
以上

・各群から4単位以上修得

リ

テ

ラ

シ
ー

科

目

専

門

教

育

科

目

地

域

経

営

系

○基礎簿記Ⅰ[2]　○基礎簿記Ⅱ[2]　○経営学基礎[2]　○地域福祉論a[2]　○雇用政策論[2]　○ミクロ経済学[2]　○マクロ経済学[2]

選択

５
８
以
上

(

発

展
教
育
科
目
と
合
算
し
て

)

データ分析手法ａ[1]　データ分析手法b[1]　経済史[2]　経営管理論[2]　経営工学ａ[1]　経営工学ｂ[1]　マーケティング論[2]　福祉経営論[2]　環境マネジメント論ｂ[1]
会計学[2]　管理会計[2]　経済学特論ａ[2]　経済学特論ｂ[2]　金融論[2]　産業組織論[2]　経営戦略論[2]　人的資源管理論[2]　企業法務[2]
企業財務分析[2]　非営利組織会計[2]　企業組織の心理学[2]　ゲーム理論[2]

ゲームデザインａ[1]　ゲームデザインｂ[1]　Unix演習ａ[1]　Unix演習ｂ[1]　地理情報基礎演習[1]　画像情報処理[1]　社会情報処理[1]　数値情報処理ａ[1]　数値情報処理ｂ[1]
情報デザイン論ａ[1]　情報デザイン論ｂ[1]　計算機基礎理論[1]　コンピュータシステム論[1]　システム開発技術論[1]　企業活動と情報システム[1]
データベース論[1]　データベース演習[1]　インターネット論[1]　インターネット演習[1]　情報システムa[1]　情報システムb[1]　情報システムc[1]　情報システムd[1]
応用プログラミング[1]　データ構造とアルゴリズム[1]　応用数学ａ[1]　応用数学ｂ[1]　応用数学ｃ[1]　応用数学ｄ[1]　機械学習入門ａ[1]　機械学習入門ｂ[1]
統計モデリングa[1]　統計モデリングb[1]　機械学習理論ａ[1]　機械学習理論ｂ[1]　機械学習理論ｃ[1]　機械学習理論ｄ[1]　情報数学ａ[1]　情報数学ｂ[1]

専門演習

●専門演習Ⅰ[4] ●専門演習Ⅱ[4]

・所属系から３５単位以上修得
・所属系の系共通科目及び発展教育科目
　の特別プログラム基礎科目（2021年度

　は休講）から合計６単位以上修得
・国際教養コースに所属する場合は、選
　択した語学の語学科目はすべて必修
　(■英語、▲中国語)

公共経営論[2]　行政学[2]　地方自治論[2]　行政法[2]　統治機構論[2]　政策入門[2]　国際海洋法[2]　公共系科目演習ａ[1]　公共系科目演習ｂ[1]
社会政策ａ[1]　社会政策ｂ[1]　社会保障論Ⅰ[2]　社会保障論Ⅱ[2]　公的年金論[2]　福祉行財政と福祉計画Ⅰ[1]　福祉行財政と福祉計画Ⅱ[1]
民法Ⅰ[2]　民法Ⅱ[2]　憲法[2]　地方財政論[2]　国際法[2]　国際関係の法と経済[2]

障害者福祉論[2]　公的扶助論[2]　医療福祉論[2]　権利擁護と成年後見[2]　ソーシャルワーク総論ａ[2]　ソーシャルワーク総論ｂ[2]　地域福祉論ｂ[2]　相談援助の理論と方法ａ[2]
相談援助の理論と方法ｂ[2]　相談援助の理論と方法ｃ[2]　相談援助の理論と方法ｄ[2]　高齢者福祉論[2]　介護福祉論[2]　児童福祉論[2]　司法福祉論[1]　精神保健学[2]

交

流

文

化

系

○日本文化論[2]　○観光･まちづくり概論Ⅰ[1]　○観光･まちづくり概論Ⅱ[2]　○世界経済事情[2]　○情報発信･ファシリテーションの技法[1]　〇サブカルチャー論ａ[1]　〇サブカルチャー論ｂ[1]　○社会調査論ａ[1]　○社会調査論ｂ[1]
○ヒューマンインタフェース[1]　〇インターネットと社会[1]　〇マルチメディア論[1]　〇セキュリティ論[1]　○データサイエンス入門ａ[1]　○データサイエンス入門ｂ[1]

国際

教養

コース

[42単位]

国際関係論[2]　国際協力論[2]　国際ビジネス論[2]　アジア経済論[2]　中国経済論[2]　中国文化論[2]　比較文化論Ⅰ[1]　比較文化論Ⅱ[1]
多文化共生論[2]　アメリカ事情[2]　西洋文学史[2]　International Economics[2]　海外インターンシップ[2]

・国際教養コース語学科目の他コース
　学生の履修は以下の６科目に限る
　英語科目：
　　Advanced English
Communication
　　TOEIC[中級]
　　TOEIC[上級]
　中国語科目：
　　中国語会話[初級]
　　中国語会話[中級]
　　中国語検定対策Ⅰ

［語学科目］　■Advanced English Communication[1]　■English PresentationⅠ[1]　■English PresentationⅡ[1]　■Intensive ReadingⅠ[1]　■Intensive ReadingⅡ[1]
　　　　　　　■Academic Writing[1]　■TOEIC(中級)[1]　■TOEIC(上級)[1]　■Intensive TOEIC[1]　▲中国語会話(初級)[1]　▲中国語会話(中級)[1]
　　　　　　　▲中国語中級講読Ⅰ[1]　▲中国語中級講読Ⅱ[1]　▲中国語リスニング[1]　▲中国語検定対策Ⅰ[1]　▲中国語検定対策Ⅱ[1]　▲中国語上級講読[1]　▲中国語作文[1]

観光産業論ａ[1]　観光産業論ｂ[1]　観光政策論a[1]　観光政策論b[1]　地域･観光資源論[2]　国際観光論ａ[1]　国際観光論ｂ[1]　余暇と観光の社会学[2]
民俗学と観光Ⅰ[1]　民俗学と観光Ⅱ[1]　グリーンツーリズム論[2]　第六次産業論[2]　自然環境の保全と共生[2]　風景のデザインａ[1]　風景のデザインｂ[1]　中心市街地の再生[2]
中山間･離島地域論[2]　NPO･NGO論[2]　社会起業家論Ⅰ[1]　社会起業家論Ⅱ[1]　観光･まちづくり演習ａ[2]　観光･まちづくり演習ｂ[2]　人文地理学ｂ[2]　日本地誌[2]

留学

[8単位]

・選択必修科目の必要単位数は留学期間
　に応じて定める

発

展

教

育

科

目

特別

プログラ

ム

選
択

５

８
以
上

(

専

門

演
習

を
除

く
専
門

教

育

科
目

と

合
算

し
て

)

・実践外国語　長期留学中の外国語に関
　わる学修時間に応じて単位認定
・国際教養コース所属の場合、「短期語
　学留学」又は「実践外国語」より選択
　必修

相談援助演習Ⅰ[2]　相談援助演習Ⅱ[2]　相談援助演習Ⅲ[2]　相談援助演習Ⅳ[2]　相談援助演習Ⅴ[2]　相談援助実習指導Ⅰ[1]
相談援助実習指導Ⅱ[1]　相談援助実習指導Ⅲ[1]　相談援助実習指導Ⅳ　相談援助実習Ⅰ[3]　相談援助実習Ⅱ[3]

外国語

発展科目

ロシア語1[1]　ロシア語2[1]　ロシア語3[1]　ロシア語4[1]　日本語演習ａ[1]　日本語演習ｂ[1]　日本語演習ｃ[1]　日本事情[1]

留学外国語
短期語学留学1[*]　短期語学留学2[*]

人

材

育

成

強

化

科

目

キャリア

科目

●キャリア入門ａ[1]　●キャリア入門ｂ[1] ●キャリアと人生ａ[1]　●キャリアと人生ｂ[1]

実践外国語(期間･大学名)[*]

リメディアル科目 ●国語基礎１,２　●数学基礎１,２ 卒業単位外

エネルギーと社会a,b

必
修
/
選
択

１０
以上

文章表現法[2]　トップセミナー[1]　メディアと社会[1]　日経講座：メガトレンド論[2]　ジャーナリズムの倫理[2]

応用演習科目

［16単位*］

○インターンシップ1[2]　〇インターンシップ２[2]　〇インターンシップ３[2]　〇インターンシップ４[2]

○ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ型応用演習1[2]　〇ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ型応用演習2[2]
○競争型課題解決演習1[2]　〇競争型課題解決演習2[2]

設置科目数 計２９５科目

修得単位数 計１２４単位以上


